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平成7年 （第47回）肱川町咸人式

風の里から

20歳の光

かがやいて

第47回成人式が 1月15日に肱川町公民館で新成人者39人を迎えて

開催しました。

当日は式典の後「動物的人間になれ」と題して砥部動物園の山崎泰

園長さんから記念講演をしていただきました。

（公民館報に関連記事）

令月号の主な内容 町民のうごき
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慢あの店この人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・16

慢ふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17
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人口 3,394人 (_2)

男 1,640人 (-4)
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世帯数 1, 0 1 6描 (-3)
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刀。毯。⑱ー 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 1郷栂磋｝ (2) 

持のりの当ざなとこまかもま うなダごうのい から属よしう話
っ方も不にいいてろすとこし私か場ムざな気社奥れ時 う

門な
ょ十が奥

てが‘便ばま‘もが°驚んたが°所をい山忙会野る折 う五持野
し‘都なかしそ好好若いなと初 と建ま奥しのはよ‘の存か年ちに
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始の‘ °着私ちか か
め芽ゼ奥 ましおたこてのいめと でうてぞと野でたまは私をは退し の

手誓：呪詈す。翌芦：字悶店手しな、庄：ゞ云‘禾：二‘梵：ェt[‘tし喪：亨な嘉し： ［ 
°のイ山ば いすot塁て；。と 二がいの'--がはまでの者こう始ら決ま だ

誓畠フ、：喜 喜主かし奥tt『全〉、9:t丈舎［ミ塁合t富：贔 f←塁冬ぢ； t： 
舅がキはか ち人らて野、‘ここる゜もざものつらじえ人ダの‘まし の
は沢ノワき でや後いとム私とのと そぃのこた‘て‘事ムでこして で
‘山トラこ ご舅悔ない K利で地い のまをともこい離でのごのた‘ し
寒芽ウビろ ざにしかうな私ごをう ーし感‘ののるれおこざ奥こ確 ょ
いを‘‘‘ い申てつとつ欲ざ踏こ 人よしさに奥のがりとい野の実 う

臼ダ
ム
事
業
の

原
点
を
み
る

(3) 

-- - - . -;;-
「動かんと滅入るでなあー。」と言う舅。
今日は、サヤエンドウの選別をした。

冬
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
多
少
不
自
由

に
な
っ
た
足
を
運
び
な
が
ら
、
何
処

に
こ
ん
な
に
あ
っ
た
の
か
と
思
う
ほ

ど
、
沢
山
の
山
菜
を
採
っ
て
き
て
私

た
ち
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
は
、
あ
の
岩
間
か
ら
湧
き
出
る

冷
た
い
清
水
の
、
そ
の
心
地
よ
さ
は

忘
れ
難
く
、
川
の
流
れ
、
木
々
の
揺

す
る
風
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
子
供

た
ち
の
泳
ぐ
姿
を
眺
め
て
、
書
と
き
の

た
つ
の
を
忘
れ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

す
。
も
う
あ
の
よ
う
な
、
の
ど
か
な

時
を
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
私
の
中
を
駆
け
巡
り
、
奥
野

が
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
、
ど
ん
な

に
か
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
改

め
て
知
ら
さ
れ
る
昨
今
で
ご

ざ
い
ま
す
。

奥
野
の
山
々
が
深
い
秋
を

感
じ
始
め
る
こ
ろ
、
舅
は
ま

た
山
を
歩
き
始
め
ま
す
。
一

日
中
歩
き
回
っ
て
、
長
い
山

芋
を
採
っ
て
帰
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
を
毎
日
の
よ
う

に
繰
り
返
し
て
余
生
を
楽
し

ん
で
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
心
ゆ
く
ま
で
そ

の
山
芋
の
美
味
し
さ
を
味
わ

わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
苦

労
と
い
う
苦
労
を
な
め
つ
く

し
、
や
っ
と
今
、
人
並
み
の

安
ら
ぎ
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ

た
舅
。
そ
の
長
い
苦
労
の
し

続
け
だ
っ
た
舅
に
は
、
せ
め

て
住
み
慣
れ
た
こ
の
場
所

で
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
、

残
り
少
な
い
余
生
を
送
ら

せ
て
あ
げ
た
い
、
そ
う
思
っ

て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
舅
も
、
も
う
七
十

八
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
な
ら
ば
、

何
処
へ
行
っ
て
も
そ
の
場

に
慣
れ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
、
年
老

い
た
舅
に
は
、
移
転
先
で

ど
れ
ほ
ど
の
幸
せ
を
与
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
ょ
う
か
。
私
の
舅
だ
け

で
は
な
く
、
奥
野
の
お
年

寄
り
た
ち
は
、
決
し
て
お

金
に
替
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
大
切
な
も
の
を
捨
て

もらかに ごれ年い者ててま奥闘 去ばて
いやら進とざに間かのる‘せ野争とがな‘
らまいんもいど‘も方人自んののはすり住
っしいであまん奥しには分°住よ申べまみ
しさでおれしな野れは誰のし民うしてせ慣
ゃとはり‘よにのまおもふかのなまなんれ
るねなまダう悩人れわおるし中もしの゜た
かたいすム°んたんかりさ‘にのてでおこ
もみか°の でちがりまとだはをもご年の

ゞ―--•`----し心とお着 きは‘いせをかー好‘さ寄地
れで‘金工 た‘こたん喜ら人むあいりを
ま思半がは こそのだ°んとも人のま r去
せう分入確 とれ十け第でいおは成ず丘ら 愕こここ三る邑駐芍古＿贔沿涵凱ふ-こ
ん方うる実 でぞ五な三捨つり ‘田°過ね 最後の稲刈り。今日は坊も学校休みで手伝ってくれた。



(3) 7)。径。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂鯛

が
、
公
共
事
業
に
よ
り
否
応
な
く
、

強
制
的
に
立
ち
退
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
た
ち
の
心
の
中
を
、
十
分
察

し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。
自
ら
進
ん
で
行
う
の
と
は

違
い
、
上
か
ら
の
半
ば
強
制
的
な
も

の
に
は
反
発
し
た
く
な
る
の
が
人
の

世
の
常
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

国
あ
っ
て
の
人
々
、
社
会
あ
っ
て
の

私
た
ち
と
考
え
る
な
ら
ば
、
出
て
行

く
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
拒
ん
で
は
な

ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
今
思
い
ま
す
の
は
、
沈
ん
で

い
く
奥
野
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
の

心
ま
で
沈
ん
で
し
ま
わ
な
け
れ
ば
よ

いがと、思い過ごしかもしれま

せんが気がかりです。

奥野の沈みゆくこの風景を、

私は老いた舅のために忘れては

ならないと思っております。決

して舅の心まで沈めてはならな

いと思うのでございます。貧し

い生活しかできなかった舅に対

し、嫁である私は、せめて心豊

かに舅のこれからのことを考え

ていきたいと思っております。

この小さな奥野部落がダムの

底に沈む日も、もう間近でござ

います。伊東市民のために十分

お役に立てるダムでありますよ

うに。そうでなけ

れば、小さな部落

とはいえ、奥野の

;梵J人たちが、かけが

えのないふるさと
＄ヽろ
!‘・ュま~ 

ろを断ち切る意味が
干6
ー』

たg‘ 
r¥`Jl 

（ありません。
-iいく5年往

□〗〗〗〗今私は、粉雪舞いよし

木枯らしの吹く冬
里書こ
，1,故＼
しの真っ直中に、じっ

讐と身を潜めている

富のです。

、念
几記

貸借権の設定期間 認定農業者 貸 し 手

5年以上10年未満 25,000円 15,000円

1 0年以上 50,000円 30,000円

ー

事

業

名

肱
川
町
農
地
流
動
化
促
進
事
業

2

対
象
農
地

肱
川
町
内
の
樹
園
地
を
除
い
た
農

地
で
次
の
賃
貸
借
契
約
を
設
定
し
た

農
地ヽ．j〇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
等
に
よ

る
も
の

②
農
地
法
三
条
の
規
定
に
よ
る
も

の
（
一
般
の
貸
借
）

3

助
成
金
の
額

(
1
0
ア
ー
ル
当
た
り
）

肱川町農業委員会委員名簿 任期(H5.7.20~H 8.7.19) 

氏 名 住所 担 当 地 区

藤田幸男 藤野原 瓜生谷 • 町・藤野原

大森廣幸 小倉 小倉・中津

堵本 守 上森山 小畑井・萩野尾・汗生・道野尾・上森山・八重栗

上田 武 嘉城 嘉城・中居谷

森本 守 敷水 下敷水・敷水・上敷水

吉田三代子 中居谷 協生

上田英二 共栄 山槌 ・共栄

沖田利雄 森 久保・大平•森

山本 保 大和 肱栄・大和・中野

森本正吉 小藪 小藪

中本壽男 大屋敷 広常・大屋敷

清水公健 藤野原 柳 ・郷・市之畦

◎寺中 勇 白 石 白石・影地

〇冨永利彦 見の越 下鹿野川・上鹿野川・京造・見の越・月野尾

山下光幸 菟野尾 下嵯餓谷①②・上嵯餓谷・菟野尾・橡の木瀕

※◎印は農業委員会長 •O印は農業委員会長職務代理

4
 

今
年
度
か
ら
五
年
間
、
肱
川
町
で
は
農
地
の
貸
し
借
り
で
＿
定
の
要
件
を
備

え
て
い
る
場
合
に
、
農
地
の
貸
し
手
及
び
借
り
手
に
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

交
付
対
象
者

・
農
地
を
借
り
受
け
る
者
の
内
、

町
長
及
び
農
業
委
員
会
で
認
め

＇
た
者
（
認
定
農
業
者
）

・
認
定
農
業
者
に
農
地
を
貸
し
付

け
た
者

た
だ
し
、
同
世
帯
間
の
貸
借

（
法
人
も
同
じ
）
及
び
、
農
業
者

年
金
の
経
営
移
譲
の
為
の
貸
借

農

地

の

貸

し

借

り

に
助

成

金

は
対
象
外
で
す
。

5

事
業
実
施
期
間

平
成
六
年
度
ー
平
成
十
年
度

6

問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員

会
事
務
局

※
高
齢
農
家
及
び
兼
業
農
家
の
方
で

農
地
の
維
持
管
理
に
困
っ
て
お
ら
れ

る
方
、
農
地
を
借
り
受
け
規
模
を
拡

大
し
た
い
方
、
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。
地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
又
は
、

農
業
委
員
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

肱
川
町
農
業
委
員
会

(
6
三
四
ー
ニ
三
―
一
）



り。毯。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂啜尋 (4) 

平
成
六
年
十
二
月
か
ら
年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度
の
受
付
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
教
育
資
金
制
度
と
は
、
厚
生
年
金
保
険
又
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
お
子
様
が
融
資
の
対
象
と
な
る

学
校
等
に
入
学
さ
れ
る
と
き
や
、
在
学
中
に
必
要
な
費
用
に
つ
い

て
融
資
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
貸
付
制
度
は
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
こ
で
、
制
度
の
中
身
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
国
民
年
金

の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
金

保
険
（
旧
船
員
保
険
を
含
み
ま
す
。
）

の
加
入
期
間
ま
た
は
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
期
間
が
合
算
し

て
十
年
以
上
あ
る
方
の
親
族
が
、
高

校
、
大
学
等
に
入
学
ま
た
は
在
学
す

る
場
合
、
入
学
金
、
授
業
料
等
の
教

育
資
金
と
し
て
（
学
生
一
人
当
た
り
、

厚
生
年
金
百
万
円
、
国
民
年
金
五
十

万
円
）
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
年
四
月
か
ら
学
生

の
皆
さ
ん
も
国
民
年
金
の
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
親
の
保

険
料
負
担
が
過
大
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
の
お
支
払
い
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。

貸
付
対
象
者

融
資
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
、

在
学
さ
れ
て
い
る
方
の
保
護
者
で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

が
利
用
で
き
ま
す
。

年金たより

・
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
国
民
年
金

（
第
二
号
被
保
険
者
を
除
く
。
）
の

被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
金

保
険
（
旧
船
員
保
険
を
含
む
。
）
の

加
入
期
間
ま
た
は
国
民
年
金
の
保

険
料
の
納
付
済
期
間
が
合
算
し
て

十
年
以
上
あ
る
方

•
あ
っ
せ
ん
の
申

し
込
み
月
の
前
々

月
ま
で
の
「
連
続
す
る
二
十
四
ケ

月
間
」
が
厚
生
年
金
保
険
の
加
入

期
間
ま
た
は
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
済
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間

も
含
む
）
及
び
第
三
号
被
保
険
者

期
間
等
で
満
た
さ
れ
て
い
る
方

•
国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
は
あ
っ

せ
ん
申
し
込
み
月
の
前
々
月
に
お

い
て
保
険
料
の
納
付
免
除
を
受
け

て
い
な
い
方

・
年
間
収
入
が
一
、
一
四

0
万
円

（
事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は
九
二

0
万
円
）
以
内
の
方

資
金
使
途

＊
入
学
時

・
学
校
納
付
金
（
入
学
金
、
授
業
料
、

施
設
設
備
費
等
）

ご
存
じ
で
す
か
？

年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度
を
…

・
下
宿
代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
礼

金
、
家
賃

・
通
学
に
か
か
る
交
通
費
（
定
期
代

等）
・
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
（
受
験
料
、

受
験
時
の
交
通
費
・
宿
泊
費
等
）

•
そ
の

他
入
学
時
に
必
要
な
費
用

（
教
科
書
代
、
制
服
、
制
帽
代
等
）

＊
在
学
中

•
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料

・
学
校
納
付
金

・
下
宿
代
、
ア
パ

ー
ト
の
敷
金
・
礼

金
、
家
賃

・
通
学
に
か
か
る
交
通
費
（
定
期
代

等）

融
資
金
額
・
貸
付
利
率

・
厚
生
年
金
保
険
料
加
入
中
の
方
へ

の
貸
付
限
度
額
：
一

0
0
万
円

•
国
民
年
金
加
入
中
の
方
へ
の
貸
付

限
度
額
：
五

0
万
円

た
だ
し
、
融
資
額
は
学
生

・
生
徒
一

人
に
対
し
て
一

0
0
万
円
が
限
度
で

す。融
資
利
率
年
四
・
九
％
（
平
成
六

年
十
二
月
一
日
現
在
）
※
金
融
情
勢

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
等

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
及
び
大
学
院

②
盲
学
校
、
聾
学
校
、
及
び
養
護
学

校
の
高
等
部

・

③
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
予
備
校

（
認
可
さ
れ
た
も
の
）

④
そ
の
他
職
業
能
力
開
発
校
な
ど
の

教
育
施
設

・
企
業
研
修
施
設
以
外
の
教
育
施
設

で
、
中
学
校
卒
業
以
上
を
対
象
と

し
修
業
期
間
が
六
ヶ
月
以
上
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

・
編
入
学
す
る
場
合
も
、
利
用
で
き

ま
す
。

申
し
込
み
方
法

【
添
付
書
類
】

①
同
居
家
族
全
員
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
た
住
民
票
写
ま
た
は
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
写
）
。

②
年
金
手
帳

③
源
泉
徴
収
票
な
ど
年
収
（
所
得
）
を

証
明
す
る
書
類

④
在
学
費
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方

は
、
授
業
料
納
付
通
知
書
な
ど
在
事

学
及
び
使
途
の
確
認
で
き
る
書
類
来

返
済
方
法

・

出

①
返
済
期
間
：
八
年
以
内
（
交
通
遺
の

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
方
は
月

一
年
の

延

長

が

可

能

。

）

令

②
返
済
方
法
：
毎
月
元
利
均
等
返
済
る

団
〗[
[
0
□
[
-
1
/
2
9

（
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま
た

i

は
連
帯
保
証
人
(
-
名
以
上
）
の
保
証

が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
先

社
団
法
人
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

松
山
市
南
堀
端
町
五
ー
七

東
京
生
命
館

<GO
八
九
九
ー
四
一

ー
七
六
六
七

学
芸
会
正
山
幼
稚
園

，
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(5) 刀。毯。領） 仕事や生活に夢をもって

長 寿 番 付

豊かなまちをつくります

表 （平成7年2月1日現在）

（町民憲章） 躙瞬

東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 年齢 番付 部落名 氏 名 生年月日 年齢

上嵯餓谷 高橋 安一 朋治27年11月14B 100 横網 下鹿野川 亀田 ヌイ 朋治28年5月8B 99 

上鹿野川 大越モトヱ 朋治28年7月30廿 99 大関 山 槌 池田コマッ 朋治30年11月20廿 97 

中居谷 西本カメヨ 射治31年1月30廿 97 関脇 中居谷 櫻田ミサヲ 朋治32年1月13廿 96 

森 兵頭猪三雄 朋恰32年5月7廿 95 小結 上鹿野川 米田フクヱ 朋恰32年7月15廿 95 

辻/‘ 栄 上野サカヱ 朋治32年12月17廿 95 前頭筆頭 中 野 曽根イシヱ 朋治33年1月12廿 95 

郷 栗田クニヱ 朋治33年1月30廿 95 1 郷 高岡 ミヱ 朋治33年6月14廿 94 

汗 生 尾下トクヲ 朋恰33年10月4廿 94 2 上森山 石川トシヱ 朋治34年1月8廿 94 

中 津 二宮タヨリ 朋治34年6月3廿 93 3 協 生 沖田夏五郎 朋治34年6月14廿 93 

大 平 竹本ツルヲ 朋治34年9月6B 93 4 白 石 三好セヲリ 朋治34年9月30廿 93 

中 野 山田 コイ 朋治34年10月98 93 5 郷 松田 ヌイ 朋治34年12月5廿 93 

上敷水 曽我部キクヨ 朋治35年2月4廿 92 6 小 倉 和氣幸次郎 朋治35年7月1廿 92 

中居谷 崎野タカミ 朋治35年7月10廿 92 7 市之畦 堀内カヲル 朋恰35年12月17廿 92 

八重栗 冨永久吉 朋恰36年9月7廿 91 8 大 和 出水サカエ 肌治36年10月21廿 91 

菟野尾 久保ミヨシ 朋治36年12月24廿 91 ．， 上鹿野）II松岡シズカ 朋治37年2月12日 90 

上嵯餓谷 和氣 久衛 朋治37年2月23B 90 10 瓜生谷 山下ソメヨ 朋治37年7月16廿 90 

中 野 松尾、ンズカ 朋治37年7月23廿 90 11 協 生 坪田 嘉儀 朋治37年9月1廿 90 

下敷水 帽子 コト 朋恰37年11月22廿 90 12 市之畦 保積チョノ 朋治38年1月15廿 90 

中 津 二宮キクヨ 朋治38年1月18廿 90 13 中 野 谷 ヒサヨ 朋治38年1月20日 90 

郷 兵頭 ノヽ 1レ朋治38年3月28廿 89 14 小 藪 上田ヨシコ 朋恰38年4月14廿 89 

中居谷 中野キクヨ 朋治38年7月4廿 89 15 凩＇ 造 武田 カ子 朋治38年7月14B 89 

久 保 東 トモヱ 朋齢38年9月30廿 89 十両 白 石 寺岡幾次郎 朋恰38年10月11廿 89 

瓜生谷 山中美須恵 朋和38年11月'l1B 89 2 上鹿野川 村田スミヱ 朋治38年11月28廿 89 

小 倉 大森フユノ 朋齢38年12月訂廿 89 3 瓜生谷 山下トラヨ 朋治39年2月20廿 88 

下鹿野）II二宮 善美 朋恰39年5月19廿 88 4 小 藪 宇都宮常行 朋治39年6月6廿 88 

上鹿野）II川上 榮 朋治40年1月18廿 88 5 下鹿野）11金野数恵 朋治40年1月31B 88 

大 和 楠野仁十郎 朋治40年3月23廿 87 6 小 藪 山内茂雄 朋治40年4月4廿 87 

協 生 宮本 花枝 呪治40年4月7廿 87 7 敷 水 森本シマヨ 朋恰40年4月24廿 87 

大 和 東 シカ 朋治40年5月5廿 87 8 上鹿野川 和氣花子 朋治40年5月23廿 87 

道野尾 東 カホル 朋治40年5月24廿 87 ， 中 野 曽根フサコ 朋治40年5月29廿 87 

柳 堀 ツ子ヨ 明治40年7月5廿 87 10 旦即ク 地 岩田 松三 朋治40年9月15廿 87 

議会議長ネ申井弓患；＿良ド 民生総務宮；田 義盛 町 長汰こ匪f 和
行司老連会長西本 源格検査役収入役中野 博司 勧進元
助 役森 繁 町民福譴長よし豆頁 茂 社協会長？畠田 保

今
年
も
恒
例
の
肱
川
町
「
長
寿
番

付
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
の
横
網
は
上
嵯
峨
谷
の
高
橋
安

一
さ
ん
で
百
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

横
綱
横
綱

西
の
横
網
は
下
鹿
野
川
の
亀
田
ヌ
イ

さ
ん
九
十
九
歳
で
す
。
東
西
両
横
網

と
も
お
身
体
は
若
干
お
弱
い
で
す
が

精
神
的
に
し
っ
か
り
さ
れ
て
お
り
、

高
橋
安

さ
ん

亀
田

ヌ
イ
さ
ん

ま
だ
ま
だ
横
網
の
座
を
守

っ
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

肱
川
町
も
長
寿
社
会
と
な
り
、
前

頭
十
三
枚
目
ま
で
三
十
六
人
の
方
が

九
十
歳
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

約
八
割
の
方
が
女
性
で
す
。

番
付
表
の
皆
さ
ん
は
、
明
治
・
大

正
・

昭
和
•
平
成
と
激
動
の
時
代
を

体
験
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
生
き
て
こ

ら
れ
た
幾
星
霜
に
歴
史
の
重
み
を
感

じ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※
番
付
の
年
齢
は
平
成
七
年
二
月
一

日
現
在
で
す
。

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
ら
一
歳
が

加
え
ら
れ
ま
す
。

2
/
5

学
芸
会予
子
林
小
学
校

l
/
2
9

学
芸
会
大
谷
小
学
校



刀。毯。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂瞬 (6)

愛媛県知事選挙

＇ 1月22日に行われた愛媛県知事選挙は前回の投票率に比

べ、 7.38パーセソトの伸びとなりました。なお各候補者の

得票数及び各投票所の投票率等は下記のとおりです。

選挙

当日有権者数

投票者数

有効投票

無効投票

結 果

2,654人

2,132人

2,121票

11票

選挙立候補者別得票数（肱川町開票区開票所）

ふ
一伊
一衣

候
―
v＿賀
一川

だ

こ‘"' 

さ

璽
一亮

一ぎ

名

ょ し

し
一ゅ
一
た

者＿

か

得 票 数

364 

1,708 

49 

投票所 区分 男女別 当日有権者数 投票所別投票率

第 1 男 327 人 82. 37 % 

基幹集落 女 359 81.59 
セソター 計 686 81.96 

第 2 男 100 76.92 

岩 谷 女 107 76.98 

公 民 館 計 207 76.95 

第 3 男 190 80.85 

大 谷 女 189 77.46 

小 呂子 校 計 379 79.12 

第 4 男 193 81.78 

宇 和 J 11 女 204 79.07 

集 会 所 計 397 80.36 

第 5 男 110 83 97 

予 子 林 女 129 80.63 

小 呂子 校 計 239 82.13 

第 6 男 27 93.10 

中 津 女 25 71.43 

集 会 所 計 52 81. 25 

第 7 男 85 78. 70 

中 居 谷 女 87 77.68 

集 会 所 計 172 78.18 

男 1,032 81 52 

合 計 女 1,100 79.25 

計 2,132 80.33 

●
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、
漁

業
な
ど
で
働
い
て
収
入
を
得
て
い

る
人

◎
一
般
の
人

＊
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

I
n
U
I
I
り

n
)
I
I
I
u,
．
 

ー・

地
代
、
家
賃
、
配
当
な
ど
の
収
入

の
あ
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
人

平
成
六
年
中
に
各
種
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除

・
配
偶
者

控
除
・

扶
養
控
除
•

そ
の
他
の
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必
ず

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ
た

人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得
を

確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
（
給
与
所
得
者
）
の

所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精

算
さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し

か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円
を

超
え
る
人

•
ニ
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人

●
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を

超
え
る
人

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

1
/
2
9

学
芸
会

（
岩
谷
小
学
校
）



(7) ？。毯。領） 自然を大切にして

Q

保
健
所
の
身
分
証
明

書
ら
し
き
も
の
を
持
っ
た

女
性
が
、
乳
児
の
様
子
を

見
に
来
た
と
訪
れ
た
。
話

を
し
て
い
る
う
ち
に
衛
生

用
品
を
勧
め
ら
れ
、
断
り

き
れ
な
く
て
購
入
契
約
を

結
ん
で
し
ま
っ
た
。
販
売

員
が
商
品
の
開
封
を
勧
め

包
装
紙
を
開
い
て
し
ま
っ
た
が
、
高

額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

〇
こ
の
商
法
は
、
公
的
機
関
や
有

名
店
か
ら
訪
問
し
た
ら
し
く
装
い
、

商
品
を
売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。

衛
生
用
品
は
使
用
又
は
消
費
し
た

場
合
、
訪
問
販
売
法
に
基
づ
く
ク
ー

リ
ソ
グ
オ
フ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

が
、
販
売
員
が
故
意
に
商
品
の
開
封

を
勧
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ソ

グ
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

〇

ト
イ
レ

フ
ァ
ソ
の
点
検
に
来
た

が
、
フ
ァ
ソ
の
取
り
付
け
が
悪
い
の

で
直
す
、
こ
の
機
会
に
交
換
を
と
勧

め
ら
れ
交
換
し
た
。
前
回
の
業
者
と

違
う
し
、
前
の
フ
ァ
ソ
も
使
用
可
能

な
の
で
解
約
し
た
い
。

O
、
ソ
ロ
ア
リ
の
恐
怖
を
訴
え
て
、

乾
燥
剤
な
ど
を
売
り
つ
け
た
り
、

「
保
証
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
か
ら
又

は
、
古
く
な
る
と
危
険
だ
」
な
ど
と

い
っ
て
、
新
し
い
ト
イ
レ
フ
ァ
ソ
や

太
陽
熱
温
水
器
な
ど
を
売
り
つ
け
る

も
の
で
す
。

1
点
検
商
法
ー

〇
私
た
ち
は
、
毎
日
「
も
の
」
や
「
サ
ー

ビ
ス
」
を
販
売
店
か
ら
買
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
契
約
」
で
す
。
電
車

に
乗
る
の
も
、
ビ
デ
オ
を
借
り
る
こ

と
も
契
約
に
な
り
ま
す
。

※
「
申
し
込
み
」
と
「
承
諾
」
の
意
思
表

示
が
一
致
す
れ
ば
契
約
は
口
頭
で

も
成
立
し
ま
す
。

ー
契
約
っ
て
な
に
"
~
_

美しいまちをつくります （町民憲章） 邸瞬

一 ー
か
た
り
商
法
ー

訪
問
販
売
法
に
基
づ
く
ク
ー
リ
ソ

グ
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
契
約
を

無
条
件
で
解
約
で
き
る
制
度
。

こ
の

二
つ
の
商
法
は
、

制
服
ら
し

ぎ
も
の
を
着
て
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
が
訪

れ
ま
す
。
消
防
署
や
保
健
所
が
商
品

の
販
売
に
訪
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
も
、

契
約
は
慎
重
に
行
う
こ
と
が
必
要
で

す。

い
ま
、
保
健
所
で
家
族
計
画
一
ー

の
無
料
相
談
と
有
害
製
品
追

放
運
動
を
実
施
中
で
す
が

〇
い
っ
た
ん
成
立
す
る
と
簡
単
に
や

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
契
約
書

は
契
約
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に

作
成
さ
れ
、
後
々
の
ト
ラ
プ
ル
防
止

に
も
役
立
ち
ま
す
。

0
．
凛
由
書
に
サ
イ
ソ
は
し
た
け

ど
、
は
ん
こ
は
押
し
て
い
な
い
。
や

め
ら
れ
る
は
ず
で
し
ょ
う
（
？
）

契

約

書

x
x
ク
レ
ジ
ッ
ト

肱

川

太

郎

R

セ
ー
タ
ー

＿0
、
0
0
0円

o
x
△
店

〇
印
鑑
を
押
す
の
は
、
あ
く
ま
で

あ
ぎ
な
い
習
慣
で
あ
り
、
捺
印
し
て

い
な
い
か
ら
契
約
し
て
い
な
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

e”)
昨
日
買
っ
た
セ
ー
タ
ー
や
っ

ぱ
り
気
に
い
ら
な
い
か
ら
返
品
し
た

い
。
ま
た
お
金
も
返
し
て
ほ
し
い
。

〇
契
約
が
成
立
す
る
と
、
店
は
セ
ー

タ
ー
を
引
き
渡
し
、
客
は
代
金
を
支

「おかしい」と思ったら
すぐ消費生活相談窓口へ

〔消費生活相談窓口〕

相談窓 口 電 話

愛媛県生活センタ (0899)25-3700 
（消費者 1 1 0番）

＇ 

八 幡浜地方 局
: (0894)24-3700 

く らし窓口

• お近くの市町村社会福祉協議会・民生委員・県消
費者アドバイザーでも相談の取次ぎをします。

払
い
売
買
契
約
は
完
了
し
、

両
方
の
義
務
も
完
了
し
ま
す
。

・
一
方
的
に
契
約
を
や
め
る

こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

店
も
返
品
に
応
じ
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

店
の
方
針
で
、
デ
パ
ー

ト
な

ど
で
は
返
品
や
交
換
を
し
て

く
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
私
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の

契
約
を
結
ん
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
①
い
つ
②
誰
と
③
何

を
④
い
く
つ
⑤
い
く
ら
で
⑥

ど
う
す
る
な
ど
を
よ
く
確
認

し
、
納
得
し
て
か
ら
契
約
を

し
ま
し
ょ
う
。

1
/
3
0

更
新
さ
れ
た

消
防
ポ
ン
プ
車

2
/
1

幼
児
教
室
お
面
つ
く
り

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）



刀。毯。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 靡瞬 (8) 

打）ヽ

~こりそ

早
く
開
放
さ
れ
復
旧
で
き
る
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が

腹
八
分
目
か
」
と
言
わ
れ
る
と
…
…

日
本
人
の
大
人
の
胃
の
大
き

⑯
さ
は
そ
の
容
量
で
は
、
男
性
で

R
-
、
四
リ
ッ
ト
ル
、
女
性
で
一
、

圧
ニ
リ
ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
体
格
に

2
ょ
る
差
は
あ
ま
り
な
い
と
言
わ

④
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
の
量
を
食
べ
れ
ば
、

胃
袋
は
満
杯
に
な
る
は
ず
で
す
。

⑯
 

と
こ
ろ
が
、
胃
袋
は
柔
軟
性

②
 

＠
に
富
ん
で
い
る
た
め
、
無
理
を

し
て
詰
め
込
む
と
、
男
は
、
二

•
四

リ
ッ
ト
ル
女
は
ニ
リ
ッ
ト
ル
ま
で
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

胃
は
激
し
い
収
縮
運
動
を
く
り
返

し
な
が
ら
、
胃
液
と
食
べ
物
を
こ
ね

合
わ
せ
て
、
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か
し
て

阪
神
大
誕
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
大

震
災
は
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
大
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

建
物
の
倒
壊
や
火
災
等
に
よ
り
多

く
の
死
傷
者
を
出
し
、
今
だ
に
非
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
内
に
も
、
子
供
さ
ん
た
ち
が
非

難
さ
れ
こ
ち
ら
の
学
校
へ
通
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

こ
の
不
自
由
な
生
活
か
ら
一
日
も

腸
に
送
り
込
む
の
が
、
そ
の
役
目
で

す。
と
こ
ろ
が
、
一
杯
に
詰
ま
っ
て
い

る
と
、
そ
の
収
縮
運
動
さ
え
ま
ま
な

ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
胃
液
の
混

じ
っ
て
い
な
い
不
消
化
の
ま
ま
で
腸

に
送
り
込
ま
れ
る
の
で
、
腸
は
た
ま
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
腸
も
労

働
過
重
に
な
り
、
胃
と
と
も
に
共
だ

お
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

誰
で
も
、
だ
い
た
い
腹
八
分
目
に

な
っ
た
頃
に
脳
か
ら
「
も
う
止
め
た

ら
ど
う
か
」
と
警
告
が
出
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
口
が
い
や
し
い
か
ら

食
べ
す
ぎ
に
な
る
の
で
す
。

住民票における世帯主との続柄の記載例

：の全国火災予防運動

3月1日～7日_J

火
の
用
心

暮
ら
し
の
中
心

安心の

区 分
改正前 改正後

（今まで） にうなり芍）

i商出子
長男、

子
二女等

特別養子
長男、

子
二女等

養子 養子 子

嫡（認世召出帯知で主さなでれい子ある父に 子 子
ている場合）

嫡（世出帯で主なでい子 妻（未届）
ある父に 同左

認ぼ0されていない場合） の子

妻（世の帯連主れが子夫である場合）
妻の長男、

妻の子
二女等

夫（世の帯連主れが子妻である場合）
夫の長男、

夫の子
二女等

事実上の養子 縁故者・ 同左

（町民福祉課戸籍住民係）

r7,̀
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ぺ
＊
ゞ
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丘
竺
日
い

が

困
B
5↑**＊**＊****＊*＊＊**

*
＊
＊
＊
＊
*
*
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
ふ

ぶ
ぺ
仕

困民

細

5

n

叱
＊ゞ

r

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

・

＊

ャ

＊

近
年
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
住
民
票
は
、
男
・
女
、
嫡
出
・
非
嫡
出
・
実
子
・
養
子
等
そ
れ
ぞ
れ

分
類
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
続
柄
に
よ
っ
て
子
供
の
権
利
が
害
さ
れ
た
り
、
差
別

を
受
け
な
い
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
『
子
』
と
な
り
ま
す
。

改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

尚
、
住
民
票
の
サ
イ
ズ
も

A
版
か
ら

B
版
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

―NQ.〈12n伍9っ“”)＠--
しをし所てに
か役てなん反我
し け登らばしが
‘てる手にて家
何返°当な兄の
ょすぉりり弟末
りとこ次ま中つ

元＼‘ら第し‘子
気
で風
れ踏た は
れみ番‘

目すば台高の予
つ。物にいお想

わ
た
し
あ
っ
ち
ゃ
ん
で
す
。

わ
た
し
の
好
き
な
も
の
は
、

ネ
コ
、
イ
ヌ
、
ウ
サ
ギ
、
ア
メ
、

ガ
ム
、
テ
レ
ビ
、
お
風
呂
、
お

歌
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
本
に
落
書

き
す
る
こ
と
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の

オ
モ
チ

ャ
で
遊
ぶ

こ
と
で
す
。

あ
っ
こ

冨
氷
敦
子
ち
ゃ
ん
（
大
和
）

平
成

5
年

2
月
20
日
生

2
歳

お父さん
秀昭さん

お母さん

実和子さん

お父さん
義隆さん

お母さん

慈さん

ま

L
 

中
宮
志
穂
ち
ゃ
ん
（
協
生
）

平
成

5
年

1
月
9
日
生

2
歳
1
か
月
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平成 6年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募 金 額

戸 別 募 金 503,432 円

その他・有志 110,772 

計 614,204 

(2)部落別明細書

「地域でささえあう、明るい

お正月」をスローガソに、歳末

たすけあい運動を実施しました。

皆様方のご理解とご協力により

目標額を大ぎく上回ることがで

ぎました。本当にありがとうご

ざいました。募金の総額は左記

のとおりです。この募金は、

町内のねたきりの人、長期療

養者、低所得者層の方々に
ヽ~円民生委員さんを通じて年内位に「まごころ」を伝えました。：単（ 

部 落 金 額 部 落 金 額

小畑井 3,200 下鹿野 川 27,627 

萩野尾 3,000 上鹿野川 35,782 

汗 生 15,020 牙，、 造 2,500 

道野尾 12,606 見の越 3,000 

上森山 8,600 月野尾 7,500 

八重栗 5,500 下敷水 8,700 

山 槌 11,520 敷 水 10,162 

協 生 16,708 上敷水 5,000 
品ー上 城 10,900 下嵯峨谷1 8,000 

.::1:t ノ’ヽ 栄 21,000 下嵯峨谷2 1,500 

中居谷 21,758 上嵯峨谷 6,500 

白 石 10,903 菟野尾 11,000 
旦底／ 地 9,203 橡の木瀬 1,500 

広 常 19,954 柳 11,560 

久 保 18,900 郷 11,000 

大 平 15;000 市 之畦 7,500 

大屋敷 8,000 瓜生谷 8,000 

森 6,496 町 12,000 

肱 栄 6,500 藤野原 9,533 

大 和 17,100 小 倉 3,500 

中 野 30,700 中 津 12,500 

小 藪 26,500 合 計 503,432 

社
協
だ
よ
り

町
内
に
お
ら
れ
る
方
々

‘
-
0
六

人
の
方
々
に
総
額
三
十
四
万
五
千
円

を
配
分
し
ま
し
た
。
残
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
共
同
募
金
会
に
送
金
し

て
、
平
成
七
年
度
に
全
額
交
付
さ
れ

ま
す
。
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
、
給

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
使
用
目
的
を
定
め

て
使
用
い
た
し
ま
す
。

た
す
け
あ
い
募
金
は
、
全
額
配
分
LJ 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

歳

末

た

す

け

あ

い

募

金

゜

肱川町保健セソター

云 (0894)34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

瓜

生

谷

浜

田

辰

枝

様

山

槌

渡

辺

貴

美

雄

様

大

和

片

山

一

郎

様

上

鹿

野

川

森

政

子

様

す
る
の
で
は
な
く
、
余
っ
た
金
額
は

町
全
体
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
用

し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

平成6年度歳末たすけあい募金配分表

配分先 人員 金 額

長期療養者 67人 201,000円

ね た きり病人等 29人 87,00(l円

ボーダーライソ世帯 10人 57,000円

義援金配分合計 345,000円

一般配分充当金 269,204円

合 計 614,204円

今
年
も
、
安
川
正
則
さ
ん
よ
り

「歳
末
た
す
け
あ
い
」に
、
九
万
三
千

七
百
円
の
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
末
に
な
る
と
毎
年
、
ホ
テ
イ
様
に

た
め
た
お
金
を
持
参
し
て
来
ら
れ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
年
も
多
額
の
募
金

協
生
安
川
正
則
氏

ー

C
M
|

〔
心
の
コ
ン
バ
ス
〗

新
し
い
年
が
始
ま
り
、
さ
あ
、
こ

れ
か
ら
仕
事
に
頑
張
る
ぞ
と
し
た
、

一
月
十
七
日
、
阪
神
大
震
災
発
生
。

戦
後
、
焼
野
原
か
ら
世
界
有
数
の

貿
易
都
市
に
復
輿
し
た
神
戸
市

一
帯

が
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

報
道
さ
れ
る
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
見
て

あ
の
光
景
は
ハ
イ
テ
ク
都
市
神
戸
な

の
か
と
疑
い
た
く
な
る
。
こ
の
地
域

に
は
肱
川
町
出
身
者
が
多
数
お
ら
れ

る
。
無
事
で
あ
る
こ

と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

こ
の
災
害
は
世
界
中
の
ト

ッ

プ
記
事
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
。

外
国
が
感
心
し
て
い
る
事
は
、
人
命

救
助
は
当
然
だ
が
、
食
糧
な
ど
の
略

奪
な
ど
暴
動
が
な
い
こ
と
。
被
災
さ

れ
た
方
々
の
気
持
ち
が
―
つ
に
な
り

治
安
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
報
じ

て
い
た
。
こ
れ
も
日
本
民
族
の
仁
・

義
・

礼
を
重
ん
じ
た
思
想
か
ら
く
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
ス
イ
ス
か
ら
捜
索

犬
ま
で
来
て
の
救
助
活
動
な
ど
国
際

援
助
を
国
民

一
人
ひ
と
り
忘
れ

て
は

な
ら
な
い
。
地
震
は
西
日
本
は
な
い

と
い
う
概
念
を
捨
て
、
こ
れ
か
ら
は
、

台
風
•
水
害
に
加
え
て
地
震
に
対
す

る
知
識
を
持
っ
て
生
活
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
国
内
を
問
わ
ず
、
被
災
地
に

対
し
て
、
お
金
だ
け
で
は
な
く
物
資
、

人
的
援
助
を
重
点
に
考
え
る
よ
う
に

改
め
る
事
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

被
災
地
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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-4_＿面麟譴疇ー｀一
去
る
二
月
九
日
、
肱
川
町
公
民
館
に
於
い
て
、

第

44
回
森
林
組
合
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
代
会
に
は
、
八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
、

宇
都
宮
士
郎
林
業
課
長
、
県
森
連
山
口
英
昭
常

務
理
事
、
日
本
き
の
こ
セ
ソ
タ
ー
松
山
事
務
所

桜
田
章
所
長
、
肱
川
町
大
野
和
町
長
、
町
内
団

訟寧）＼＼町森林組合通叩念代色「ン釘

、、 ぞ
•序陀い上出9企
9 年こg あ
2匹“'
3 阜r¥」

，ヽぢぢ．．^ さ
応古ィ っ

［ 
一

農

林

だ

よ

り

「
カ
ー
ツ
カ

ッ
タ
ー
に
よ
る
枝
打
」
広
域
森

林
総
合
整
備
事
業
の
指
定
に
よ
り
十
＿
年

生
以
上
の
枝
打
ち
に
補
助
金
が
出
ま
す
。

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

総代

1. 平成 6 年度事業報告書•財産目録・貸借対照表・損益
計算書及び剰余金処分案承認の件

平成 7年度事業計画承認の件

平成 7年度借入金最高限度額決定の件

000円以内
4. 平成7年度余裕金預入先決定の件

肱川農業協同組合 伊予銀行

5. 組合員に対する貸付金の最高限度額（特別法令による
ものを除く）及び債務保証最高限度額並びに貸付金，

売掛金等の利率決定の件

ィ、貸付金 最高限度額 7,000,000円とする。
ロ、債務保証最高限度額 1,000,000円とする。
ハ、貸付金・仮渡金・前渡金・売掛金等の利率

年率10.0％以内 延滞料14.6％以内
6. 経費の賦課並びに徴収の件

林道開設，改良 組合員割

7. 手数料及び利用料徴収の件
ィ、販売手数料 販売品売上代金の 5％以内とする。

ロ、林産手数料 林産経費の 5％以内とする。
ハ、造林補助金事務取扱手数料

取扱い金額の10％以内とする。
二、森林造成事業手数料 取扱い金額の14％以内とする。
ホ、農林漁業資金取扱手数料

I出資金計画I

会

．． 

2

3

 

¥400,000, 

面積割とする。

出資目標額 300,000口

付 事
取扱い金額の1.5％以内とする。

へ、受託事業手数料 取扱い金額の10％以内とする。
ト、施設及び機械利用料 （別紙）

8. 林業山村活性化林業構造改善事業
林業担い手組織化活動事業 2,152千円
林道 月野尾上森山線開設 41,000千円
地域資源高度利用生産施設 27,758千円

9. 森林総合整備事業実施の件

造林他 継続 453.6ha 64,141千円
10. 間伐促進強化対策事業実施の件
除間伐 50ha 8,218千円

11. 団地施業計画実施の件
更新 小畑井汗生団地他5団地

12. 県単独林道及び公共林道整備事業の件
（県単）作業道 5路線 2,000m 
作業車道 路線 12,000m 

13. 役員報酬額決定の件
¥8,000,000円

議

60,000,000円

体
の
方
の
ご
臨
席
の
も
と
開

催
さ
れ
、
河
野
組
合
長
の
挨

拶
の
後
、
議
長
に
山
内
壮
亮

氏
を
選
任
し
て
議
事
に
入
っ

こ
。
t
 
第
一
号
議
案
か
ら
第
十
三

号
議
案
ま
で
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。
台
本
理
事
の
閉
会
の
挨
拶
で

総
代
会
を
終
了
し
た
。
総
代
会
付
議
事
項
、
出

資
金
計
画
、
運
営
の
基
本
方
針
は
次
の
通
り
で

す
。
組
合
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す

。

項

平成6年度末出資額 263,498ロ

2,086.Sha 

68,000千円
8,000千円

付帯決議事項の件

本議案の決議事項について，軽微な事項の修正及び行政

庁より指示があった場合には、本旨に反しない範囲にお

いて修正することを理事会に一任する。

目標額達成残額 36,502口 7,300,400円 平成7年度増資目標額 25,000口

52,699,600円

5,000,000円
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運 営 の 基 本 方 針

総 括 肱川林業の推進にあたって木材価格の低迷がつづく等，林業は極めて厳しい情勢であるが

これに対処するため，地域林業の真の担手にふさわしい組織並びに経営体制の強化をはか

り森林のもつ公益性や森林と人いきいき運動を行うとともに林業構造改善を推進して森林

保全と生産性向上に努める

指導部門 1. 森林総合整備事業，間伐対策事業等の推進と育林技術の向上

2. 共同及び協業体制の確立をすすめ，林業経営の近代化

3. 林業構造の改菩事業の推進

販売部門 1. 木材，椎茸，緑化木，その他の系統共販を推進

2. 間伐，除伐施業協業による林産事業を拡充

3. 椎茸共同選別，共同計算の成果向上

4. 椎茸加工品の生産販売の拡大

購買部門 1. 優良山行苗を生産し斡旋

2. 生産資材の斡旋，系統購買を推進

利用部門 1. 林道作業道の開設を推進

2. 受託森林造成事業の拡充と，森林経営事業の実施

3. 作業路開設及び椎茸捐場造成事業を実施

4. 木工品生産販売の推進

金融部門 1. 組合員に対する林業振興事業資金の貸付

2. 制度資金を活用し林業経営の近代化

管理部門 1. 職員の資質の向上

2. 健全な組合運営と活動を展開

3. 肱川グリーソサビス会員の増員強化

沖野

愛
媛
県
共
済
連
会
長
賞

中
野
小
二
年
沖
野

銀

賞中
野
小
二
年

銅

賞中
野
小
二
年

I

I

I

I

 

学
校
奨
励
賞

中
居
優
一
朗
さ
ん

道
田
将
史
さ
ん

中
野
小
学
校

太亮さん

J
A
愛
媛
共
済
連
で

は
、
平
成
六
年
度
J
A

共
済
小
・
中
学
生
書
道
、

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ソ
ク
ー
ル
を
実
施
さ
れ

書
道
に
つ
い
て
は
県
下

三
百
九
十
四
校
か
ら
三

万
五
千
九
百
四
十
八
点

と
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
は
県
下
二
百

三
十
校
か
ら
四
千
六
百

二
十
八
点
に
お
よ
ぶ
作

松
本

好
司
さ
ん

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
に
あ
た
ら
れ
た
諸
先
生
方
の

選
考
に
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ソ
ク
ー

ル
の
方
で
中
野
小
学
校
二
年
沖
野
太

亮
さ
ん
が
愛
媛
県
共
済
連
会
長
賞
を

二
年
松
本
好
司
さ
ん
が
銀
賞
を
同
じ

く
二
年
生
の
中
居
優
一
朗
さ
ん
と
道

田
将
史
さ
ん
が
銅
賞
を
表
彰
さ
れ
た
。

又
、
中
野
小
学
校
は
、
学
校
奨
励
賞

を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太
亮
さ
ん

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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;-------------------------------~ ----------------・------------------
i ̀ IEE一這疇 ／f-と，~ ! ！ 
！ 戸椎茸市況・
! .ン ------ - l 
l 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．' l ！ 

！ 
！ ！ 
！ 平成7年 1月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

！ 県森連市況 大洲木市より （単位面当り：円） 市売日平成7年 1月18日 i 
！ 

市売数呈•••1,030ケース 12,800ぼ i 
！ 長さ末口径

スギ ヒノキマッ 平均単価 2,725円

直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価l 7cm下本 430本 240本 698本 435 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 l

8 cm上本 420本 375本 800本 671 こうこ ～ 特用大 ！ 
り 4mll3 cm上23,ooo I -1 s2, ooo I -11acm上20,000I I I* a I ~ 

＇ 
大厚 特用中～ ！ 

! 18 cm上19,600 -48,000 -4cm上27,000
24 cm上21,ooo I -149, ooo I -130cm上35,000 中 厚 3,800~4,500 保特用中小 ～ ！ 

! 7cm下本 200本 121本 238本 145 中小厚 3,200~3,800 保特用小 ～ ！ 
t I Is cm上本 340本 325本 330本 330

， 
！ 

小 厚 1,500~2,000 保大バレ 2,000~2,900 弱；

! 13m 11 cm上16,8001 129,100 
! 13 cm上25,000 -46,500 -18叫 l8,000 大ウス 3,200~4,000 保中パレ 2,000~3,200 弱 i 
t 18 cm上20,700 -41,800 -4叫 23,000 中ウス 3,200~4,400 保中小パレ 1,500~2,500 弱 ！ 

! 24 cm上18500 - cm上 中小ウス 3,000~3,700 保小パレ 900~1,500 保！

！ 
7 cm下本 80本一本 80本ー パリ材
8 cm上本 120本＿本 120本一 （松・杉・桧 小ウス 1,900~2,500 保変 形 ～ 

i 2 m 16 cm上10,000 -22,000 -13吐 羹尽汀。7mcm） ジャミ 800~1,200 保色悪ウス ～ ｛ 
! 30 cm上 cm上～どんこ大

13 cm上26,5001 177,000 
色悪バレ 800~1,600 弱 ！ 

t 16 m どんこ中 ～ ／」粒卜9、ノコ ～ ！ 
18 cm上24800 67 600 ! ！ 特選 280,000 どんこ小 ～ スライス 1,000~4,800 弱

足 場 lm当たり 70円～160円 本 180円 概況 乎成7年度の初市は秋子のみでパレ葉系が多かった。
！ 

i 桧、枝打材買気強い。 パレ、ウス葉系とも色、形の良い物は買い気が強いが形が丸くない物、 9 
i 備考 一般材、杉、桧保合。 色の悪い物は買い気が弱い様です。採取遅れにならない様にしましょ ！ 

i 松、引合多い。 ぅ。 i 
t←-=-―---―---------―-ニ--sーーエ＝ニー-----------------------------------_,
緊急のお知らせ

｀ 
DJA共済

-＊丈夫ですか→/̂ ァあなたの大切なお住まい・家財は、~

ー

．
 
2. 

嬉膿
雷
3.火事

喜；用<b
’ ｀ ＜＇ > 火災等もしくは自然

災害で死亡、後遺障

害または治療を受け

た場合、その程度に

応じて共済金がお受

取りになれます。

損害割合X0.5

全の保障 ‘̀ 合が5％以上のとき）注）火災共済金額の50％が限度
となります。

こ契約例

火災共済金額 1,000万円

満期金額 200万円

去
る
一
月
十
七
日
に
発

生
し
た
阪
神
大
震
災
は
、

戦
後
最
大
の
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
被
害
は
、
死
者

建
物
、

五
千
二
百
五
拾
人
、
負
傷
者
二
万
六

千
八
百
四
人
、
行
方
不
明
者
六
人
と
、

家
屋
の
倒
、
損
壊
十
万
七
千
六
百
十

棟
と
大
変
な
被
害
を
受
け
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

備
え
有
れ
ば
憂
い
な
し
と
言
う
諺

が
有
り
ま
す
が
、
こ
の
教
訓
を
胸
に

も
う
一
度
我
家
の
保
障
点
検
を
し
て

J
A
の
「
建
更
ま
も
り
」
を
ご
利
用
下

さ
い
。

家
財
を
災
害
が
ら
守
る

い
ま＿
・：度
、
保
障
の
見
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⑨
⑭
@
＠
R
黛
）

一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
タ
ネ
に

＿
野
菜
＿
口
豆
汀
〗

□
汀
｀
口

野
菜
作
り
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
る
だ
け
新
し
い
も
の
を
選
び
ま
す
。

好
き
な
野
菜
を
作
る
こ
と
は
と
て
種
の
寿
命
は
種
類
に
よ
っ
て
異
な

も
楽
し
い
の
で
す
が
、
せ
っ
か
く
作
り
、

ニ
ラ
、
ホ
ウ
レ
ソ
ソ
ウ
、
ネ
ギ
、

る
の
で
あ
れ
ば
、
畑
を
無
駄
な
く
利
ニ
ソ
ジ
ソ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
、

用
し
て
多
種
類
の
野
菜
を
作
り
た
い
ゴ
ボ
ウ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
は
一
ー
ニ

も

の

で

す

。

年

で

発

芽

し

に

く

く

な

り

ま

す

の

で

、

＿
‘
輪
作
体
系
の
組
み
立
て
家
に
保
存
し
て
あ
る
古
い
種
子
は
確

連
作
と
は
、
同
じ
野
菜
を
同
じ
土
認
し
て
下
さ
い
。

地
に
続
け
て
作
る
こ
と
で
す
が
、
続
三
、
土
質
の
改
善

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
の
蓑
分
が
野
菜
に
は
一
般
に

P

H
六
ー
六

．

不
足
し
た
り
、
病
気
や
害
虫
が
つ
き
五
の
微
酸
性
の
土
が
適
し
て
い
ま
す
。

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
多
く
の
タ
ネ
を
ま
い
た
り
苗
を
植
え
た
り
す

野
菜
は
連
作
を
嫌
い
ま
す
の
で
、
輪
る
当
日
は
避
け
、
少
な
く
て
も
五
ー

作
と
い
っ
て
種
類
の
異
な
る
野
菜
を
七
日
前
に
石
灰
を
施
し
て
酸
性
土
の

組
み
合
わ
せ
た
栽
培
を
心
が
け
ま
し
ょ
中
和
を
終
え
て
下
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
菜
園
だ
か
ら
こ
そ
堆

0

連
作
障
害
の
で
や
す
い
野
菜
肥
な
ど
有
機
物
の
施
用
を
忘
れ
ず
、

ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ソ
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
無
農
薬
で
も
健
全
に
育
つ
野
菜
づ
く

ウ
リ
、
エ
ソ
ド
ウ
、
ス
イ
カ
、
ソ
ラ
り
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

マ
メ
、
サ
ト
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
イ
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

チ
ゴ

、
イ

ソ

ゲ

ソ

マ

メ

、

ブ

ロ

ッ

コ

技

師

萩

原

佳

津

リ
ー
、
ニ
ラ
、
オ
ク
ラ
、
ハ
ク
サ
イ
、

ダ
イ
コ
ソ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ゴ
ボ
ウ

な
ど一
方
、
ニ
ソ
ジ
ソ
、
タ
マ
ネ
ギ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
は
連
作
障
害
の
で

に
く
い
野
菜
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
サ
ツ
マ
イ
モ
で
表
皮

が
黒
っ
ぽ
く
な
る
症
状
（
サ
メ
肌
）
が

み
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
極

端
な
連
作
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

果
菜
や
根
菜
は
春
に
植
え
て
夏
に

収
穫
で
き
る
も
の
が
多
い
の
で
、
そ

の
後
葉
菜
を
植
え
て
霜
が
降
り
る
前

ま
で
栽
培
す
る
パ
タ
ー
ソ
が
一
般
的

で
す
。

二
、
種
の
購
入

一
果

樹

の

管

理

一

0

接
ぎ
木
用
穂
木
の
準
備

来
月
の
終
わ
り
か
ら
は
接
ぎ
木
の

時
期
で
す
。
穂
木
の
採
取
の
時
期
は

二
月
中
旬

t
三
月
上
旬
が
適
期
で
す
。

穂
木
と
し
て
は
前
年
結
実
し
て
い
な

ぃ
十
分
充
実
し
た
直
径
五

l
-
o
m
m
、

長
さ
四

Ocm
程
度
の
枝
で
フ
ト
コ
ロ

枝
は
徒
長
枝
は
避
け
ま
す
。
貯
蔵
方

法
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
の
冷
賠
貯
蔵
が

一
般
的
で
す
が
、
カ
ビ
が
は
え
て
い

な
い
か
、
ビ
ニ
ー
ル
が
破
け
て
乾
燥

し
た
り
し
て
い
な
い
か
確
認
が
必
要

で
す
。
ま
た
砂
あ
る
い
は
オ
ガ
ク
ズ

〈
冷
蔵
厘
〉

＿
畜

産

―

「
ル
—
メ
ン
発
酵
を
充
実
さ
せ
る
」

今
回
は
、
ル
ー
メ
ソ
発
酵
の
充
実
に

つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ル
ー
メ
ソ
発
酵
を
集
中
化
さ
せ

な
い
。
例
え
ば
ペ
レ
ッ
ト
や
マ
ッ
シ
ュ

図1 穂木の貯蔵法（冷蔵雇の場合）

貯
蔵
の
場
合
は
穂
木
を

二
0
ー
三
〇

本
ず
つ
束
ね
、
適
当
な
大
き
さ
の
木

箱
に
入
れ
、
先
端
部
を
出
し
た
状
態

で
、
新
鮮
な
砂
や
オ
ガ
ク
ズ
に
適
度

な
水
分
を
含
ま
せ
周
り
に
十
分
詰
め

ま
す
。
そ
の
後
は
冷
涼
な
納
屋
な
ど

低
温
で
湿
度
変
化
の
少
な
い
と
こ
ろ

に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
オ
ガ
ク
ズ
の

湿
り
気
は
手
で
握
り
し
め
て
湿
り
気

を
感
じ
る
程
度
で
途
中
か
ん
水
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
砂
の
場
合
は

時
々
か
ん
水
が
必
要
で
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

菊

池

明
ヽ
j合場

此
記

し

ス

湿

る

ク

の

の

用リ

あ

ガ

度

禾

適（

ズ

クガ才は

＼

忍

木

あ

穂

⑥／

法

蔵貯の木穂

木
箱

状
の
物
に
片
寄
ら
ず
、
フ
レ
ー
ク
状

の
物
を
加
え
る
な
ど
し
て
、
濃
厚
飼

料
の
形
状
を
均
質
に
し
な
い
。

②
給
与
面
に
つ
い
て
は
、

一
回
の

摂
取
量
を
少
量
と
す
る
。

③
炭
水
化
物
で
あ
る

N
F
C
と
N

D
F
の
バ
ラ
ソ
ス
に
よ
り
ル
ー
メ
ソ

内
発
酵
の
機
序
を
整
え
る
。

N
F
C

は
素
早
く
、

N
D
F
は
ゆ
っ
く
り
分

解
さ
れ
る
。

N
F
C
の
過
剰
は
、
早

期
発
酵
の
集
中
と
な
り
、
低
脂
乳
や

ル
ー
メ
ソ
ア
シ
ド
ー
ジ
ス
が
心
配
と

な
る
。

N
D
F
の
過
給
与
は
、
ル

ー

メ
ソ
内
滞
留
を
長
く
し
、
摂
取
量
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

T
D
N
の

不
足
を
招
く
。

④
高
泌
乳
に
よ
り

T
D
N
を
最
大

に
要
求
さ
れ
る
時
は
、
滞
留
時
間
の

長
い
物
を
少
な
く
、
繊
維
質
飼
料
で

も
、
繊
維
の
消
化
の
速
い
物
を
重
点

給
与
し
、

T
D
N
要
求
量
の
低
い
時

は
、
滞
留
時
間
の
長
い
、
形
状
の
大

き
い
、
繊
維
質
の
分
解
に
時
間
の
か

か
る
物
を
多
く
与
え
る
。

⑤
ル
ー
メ
ソ
消
化
に
適
合
し
た
給

与
と
し
て
は
、
最
初
に
半
量
ほ
ど
の

N
D
F
を
与
え
、
ま
ず
ル
ー
メ
ソ
マ
ッ

ト
を
充
実
さ
せ
、
次
に

N
F
C
を
与

え
る
。

N
F
C
は
、
ル
ー
メ
ソ
の
中

間
層
の
流
動
状
態
に
な
り
、
微
生
物

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
と
な
る
。
次
い
で
、

タ
ソ
パ
ク
質
飼
料
で
あ
る

D
I
P
を

ト
ッ
プ
ド
レ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ア
ソ
モ
ニ
ア
化
と
と
も
に
、
微
生
物

蛋
白
の
合
成
が
な
さ
せ
る
。
最
後
に

残
り
の
繊
維
質
飼
料
の
給
与
と
な
る
。

以
上
、
書
い
て
み
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
他
の
諸
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、

一
度
、
飼
料
給
与
分
析
を
し
て
み
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
酪
連
や
普
及

セ
ソ
タ
ー
で
出
来
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ

ー

技

師

峯

下

寿

樹

3
月
10
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

3
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

3
月
1
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
7
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
8
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
9
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
14
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
15
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
16
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
20
日
（
月
）
宇
和
J
北
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

3
月
22
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
23
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
28
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
29
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
30
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表

L
P
G
配
達
予
定
表

3
月
2
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
平

3
月
6
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

3

月
8

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

3
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

3
月
13
日
（
月
）
久
保

3
月
15
日
（
水
）
嵯
峨
谷

・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

3
月
16
日
（
木
）
中
津
・

小
倉

3
月
17
日
（
金
）
広
常
・
影
地

3
月
20
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

3
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

3
月
24
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

3
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

3
月
29
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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山
鳥
坂
ダ
ム
は
多
目
的
利
水
の

重

要

な

役

割

を

果

た

す

山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設
に
向
け
て
、
付
替
道
路
の
ル
ー
ト
決
定
が
急
が
れ
、
関
連

政
府
予
算
案
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
商
工
会

・
商
店
街
に
と
っ
て
も
対
応
が
迫
ら
れ

る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
二
月

一
日
（水
）か
ん
ぽ
セ
ン
タ
ー
に
建
設
省
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務

所
、
清
水
裕
所
長
を
お
迎
え
し
て
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う
地
域
振
興
計
画
を
お
伺
い

し
、
地
元
商
工
業
活
性
化
へ
の
展
望
を
探
り
ま
し
た
。

夢
の
あ
る
ダ
ム
湖
の
整
備
計
画
な
ど
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
座
談
会
で
し
た
。

司
会
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出

席
い
た
だ
ぎ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
特
に
清
水
所
長
に
は
、
貴
重
な
時

間
を
割
い
て
い
た
だ
き
恐
縮
で
す
。
久

保
田
会
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
。

会
長
年
々
厳
し
く
な
る
川
上
地
区
の

現
状
、
ま
た
地
区
内
商
工
業
の
実
態
の

中
で
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
本
格
的
な
工
事

が
始
ま
ろ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
よ
う

な
座
談
会
が
催
さ
れ
る
の
は
、
有
意
義

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

清
水
所
長
の
ご
助
言
や
、
我
々
の
素

朴
な
疑
問
に
お
答
え
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
活
性
化
へ
の
展
望
を
開
い
て

行
ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

司
会
で
は
最
初
に
ダ
ム
建
設
の
概
要

と
経
過
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

所
長
平
成
四
年
に
肱
川
町
か
ら
ダ
ム

建
設
の
受
け
入
れ
表
明
を
い
た
だ
い
た

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
地
質
調
査

を
含
め
た
実
施
計
画
調
査
を
行
い
、
こ

の
間
に
百
二
十
ぃ
Iv

級
の
ダ
ム
建
設
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
ダ
ム
は
洪
水
調
整
と
正
常
流
量

の
確
保
、
流
域
の
農
業
用
水
、
中
予
地

区
へ
の
工
業
用
水

•

水
道
水
な
ど
の
水

源
と
し
て
、
利
水
上
重
要
な
役
割
を
果

た
す
多
目
的
ダ
ム
で
す
。
各
省

・
県
な

ど
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
を
経
て
、
昨

年
八
月
一
日
、
官
報
に
告
示
し
た
と
こ

ろ
で
す
b

建
設
工
事
に
か
か
れ
ば
、
現
在
の
小

田
河
辺
大
洲
線
（
旧
北
平
大
洲
線
）
は
通

行
で
ぎ
な
く
な
り
、
堰
提
ま
で
延
長
二

キロ
、
全
長
八
口
の
付
替
道
路
が
必
要
と

夢
の
あ
る
ダ
ム
建
設
で

地
域
の
活
性
化
を

三

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
機
能
補
償
問

題
、
河
辺
川
周
辺
地
区
を
ど
う
す
る
の

か
、
地
権
者
へ
の
補
償
な
ど
今
後
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
い
の

で
す
が
、
さ
し
当
た
っ
て
付
替
道
路
の

ル
ー
ト
決
定
が
大
き
な
問
題
で
す
。

司
会
続
い
て
地
域
振
興
計
画
の
概
要

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

所
長
肱
川
も
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る

の
が
現
状
で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
、

地
域
活
性
化
は
ダ
ム
を
作
る
上
で
最
大

の
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
―
つ
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
、

今
、
人
の
水
や
自
然
に
対
す
る
価
値
観

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ダ

ム
湖

の
き
れ
い
な
水
、
夏
場
は
泳
げ
る
よ
う

な
水
に
魚
や
鳥
を
呼
び
寄
せ
て
、
人
と

ダ

ム

湖

の

き

れ

い

な

水

で

人
と
生
物
が
共
存
で
き
る
環
境
を

清水所長（左）を囲んで

―
―

-l
-
．．
 
＾
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-
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生
物
が
共
存
す
る
中
期
滞
在
型
の
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

ダ
ム
建
設
中
は
、
千
七
十
億
円
と
い

う
事
業
費
を
集
中
的
に
こ
の
地
区
に
投

資
す
る
た
め
、
人
の
出
入
り
も
激
し
く
、

あ
る
程
度
の
活
性
化
は
で
き
る
は
ず
で

す
が
、
完
成
し
た
後
の
問
題
が
重
要
で

す
。
地
域
の
将
来
像
に
従
っ
て
、
ダ
ム

事
業
を
有
効
に
利
用
す
る
、
そ
の
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
単
に

平
地
だ
け
を
造
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、

事
業
目
的
と
違
う
た
め
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
。

司
会
こ
れ
ま
で
の
お
話
で
何
か
ご
質

問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

．

福
田
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
町
が
受
け

る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
カ
バ

ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
ダ
ム
関
連
事
業
だ
け
か
ら
し
か
受

け
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

所
長
こ
の
ダ
ム
は
水
源
地
域
対
策
特

別
措
置
法
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
四
年
に
肱
川
町
か
ら
町
の
振
興
課

題
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
具

体
的
な
水
源
地
域
整
備
計
画
を
進
め
て

い
く
段
階
で
す
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、

ダ
ム
事
業
以
外
の
公
共
事
業
に
つ
い
て

も
ダ
ム
完
成
ま
で
に
整
備
が
す
す
み
ま

す。会
長
ま
ず
過
疎
化
の
歯
止
め
策
と
し

て
重
要
な
こ
と
は
水
没
地
域
の
人
が
地

元
に
残
り
、
造
成
し
た
用
地
で
仕
事
を

続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
リ
ゾ
ー
ト
型
、
滞
在
型
の
湖

面
利
用
計
画
が
所
長
さ
ん
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
具
体
的
に
整
備
さ

れ
れ
ば
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
内
人
が
泳
げ
、
魚
が
住
む
湖
に
す

る
に
は
ど
う
い
う
方
策
が
あ
る
の
で
し
ょ

゜
ぅ所
長
人
が
泳
ぐ
気
に
な
る
の
は
水
の

透
明
度
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
濁
り
の
も
と
で
あ
る
植
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
魚
が
多
く
住
む
環

境
を
作
る
こ
と
で
す
。
噴
水
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
人
工
的
な
も
の
と
自
然
の

も
の
と
ど
ち
ら
が
前
に
で
る
の
か
と
い

う
問
題
に
な
り
ま
す
。

福
田
実
例
は
あ
り
ま
す
か
。

所

長

沖

縄

・

神

奈

川
県
な
ど
に
、
で

き
る
だ
け
生
物
に
や
さ

し
く
作
ら
れ
た

事
例
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
山
鳥
坂

ダ
ム
の
よ
う
に
一
番
最
初
か
ら
考
え
て

作
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
初
め

て

だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
東
雲
大
学
の
森
川
先
生
（
生
物

学
）
を
委
員
長
と
す
る
山
鳥
坂
ダ
ム
環

出

席

者

（敬
称
略
・
順
不
同
） •. 

ご
清
水
裕
（
建
設
省

山
鳥
坂
ダ
ム
~

工
事
事
務
所
々
長
）
~

買
保
田
仁
之
（
川
上
商
工
会
々
長
）
~

文
平
野
翌
（
商
店
街
活
性
化
~

推
進
委
員
長
）

~
大
野
立
志
（
青
年
部
長
）
~

竺
――
井
久
美
子
（
婦
人
部
長
）

置
内
光
郎
（
商
店
街
活
性
化
推
進
委
貝
）
~

ご
悔
田
永
一
郎
（
商
店
街
活
性
化
推
進
委
員
）
~

~
司
会

賞

田

洋

一
「商
工
か
わ
か
み
」編
集
委
員
長

i

．．
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司
会
付
替
道
路
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て

ご
意
見
を
。

金
野
こ
の
問
題
は
地
域
住
民
が
一
番

関
心
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
は
商
店
街
活
性
化
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
町
と
し
て
最
良
の
ル
ー

ト
を
要
望
し
た
場
合
、
建
設
省
と
し
て

は
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ

,. 
0
 

ぅ
カ
所
長
工
事
費
の
安
い
ル
ー
ト
に
こ
だ

わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う

か
と
い
っ
て
理
屈
の
つ
か
な
い
も
の
は

作
れ
ま
せ
ん
。
地
域
振
興
に
な
る
よ
う

な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
受
け

付

替

道

路

は

町

の

将

来

像

を

描

い

た

上

で

の

議

論

を

境
影
響
調
査
等
委
員
会
が
先
週
の
木
曜

日
に
開
か
れ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
今

ま
で
の
先
進
ダ
ム
の
事
例
を
紹
介
し
、

山
鳥
坂
ダ
ム
で
は
ど
う
い
う
整
備
の
方

法
が
水
質
や
生
き
物
に
と
っ
て
良
い
の

か
と
い
う
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

金
野
再
建
地
は
水
没
者
だ
け
が
対
象

で
す
か
。
他
か
ら
も
入
れ
る
大
き
な
平

地
は
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

所
長
地
域
の
計
画
の
中
で
調
整
し
ま

す
が
、
ま
ず
代
替
地
と
し
て
水
没
者
の

た
め
の
も
の
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
道
路
・
原
石
山
な
ど
の
掘
削
土

は
付
替
道
路
近
辺
に
埋
め
立
て
、
必
要

と
す
る
移
転
地
よ
り
か
な
り
広
い
平
地

を
造
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

の
利
用
に
つ
い
て
は
地
域
で
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。
鹿
野
川
の
街
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
商
業
立
地
が
可
能
で
移
転
の

条
件
が
整
え
ば
、
そ
の
方
向
を
考
え
る

ほ
う
が
良
策
で
は
な
い
で
す
か
。

会
長
実
状
で
は
集
団
で
新
し
い
街
を

作
っ
て
移
転
す
る
の
は
、
補
償
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
資
金
の
問
題
か
ら
も

む
つ
か
し
い
。

三
井
消
費
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、

売
る
側
は
買
っ
て
も
ら
え
る
姿
勢
が
大

切
、
便
利
な
と
こ
ろ
で
何
を
し
た
い
か 熱心な質疑応答が交わされる座談会

入
れ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
の

将
来
像
を
も
っ
て
議
論
し
て
い
た
だ
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
消
費
者
動
向
調
査
で
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
付
替
道
路
い
か
ん
に
よ
っ

て
は
人
が
鹿
野
川
の
商
店
街
を
素
通
り

し
て
国
道
へ
出
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、

死
活
問
題
で
す
。

大
野
商
売
は
と
ぎ
と
き
に
応
じ
て
変

革
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
織

意
欲
を
示
し
て
ほ
し
い
。

福
田
し
か
し
、
現
在
の
人
の
流
れ
の

可
能
性
は
残
し
て
ほ
し
い
。

例
え
ば
ト
ソ
ネ
ル
か
ら
出
た
一
九
七

号
線
沿
い
に
商
業
地
を
作
り
、
希
望
者

に
優
先
的
に
割
り
当
て
る
と
い
う
よ
う

な
制
度
は
な
い
の
で
す
か
。

所
長
ダ
ム
建
設
事
業
で
は
な
い
で
す

ね。会
長
ダ
ム
と
は
関
係
無
く
、
商
工
会

が
計
画
し
た
共
同
店
舗
は
、
異
業
種
十

店
舗
以
上
で
構
成
す
れ
ば
五

0
5ノ
い
の
補

助
対
象
に
は
な
れ
ま
す
。
し
か
し
ル
ー

ト
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
具
体
化
で
き
ま

せ
ん
。

山
内
鹿
野
川
の
い
い
地
の
利
を
得
て

集
ま
っ
て
き
た
商
店
主
に
と
っ
て
、
代

替
地
を
造
る
案
は
賛
同
で
ぎ
に
く
い
。

や
は
り
鹿
野
川
の
近
く
を
通
る
道
を
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

金
野
商
店
街
活
性
化
委
員
会
か
ら
は

鹿
野
川
大
橋
か
ら
川
を
付
替
え
、
役
場

裏
を
通
り
月
野
尾
付
近
に
ト
ソ
ネ
ル
を

抜
く
案
、
反
対
同
盟
か
ら
は
、
既
存
の

道
路
を
拡
張
す
る
と
い
う
案
が
出
て
い

ま
す
が
、
町
と
地
元
と
の
話
し
合
い
は

な
く
進
歩
し
て
い
ま
せ
ん
。

会
長
商
店
街
と
し
て
は
片
側
で
は
機

能
し
な
い
で
し
ょ
う
。

所
長
道
路
で
で
ぎ
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
街
と

の
接
点
を
見
い
だ
す
か
と
い
う
議
論
に

よ
っ
て
、
こ
の
地
域
を
い
か
に
活
性
化

す
る
か
、
総
合
的
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
こ
れ
か
ら
の
説
明
会
等
を
機
会

に
論
議
を
深
め
て
下
さ
い
。

司
会
先
ほ
ど
も
出
て
お
り
ま
し
た
が
、

商
工
業
活
性
化
へ
の
展
望
を
話
し
合
っ

て
下
さ
い
。

会
長
共
同
店
舗
は
商
工
会
と
し
て
も

以
前
か
ら
協
議
・
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

道
路
の
ル
ー
ト
決
定
後
に
、
場
所
を
決

め
、
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

商
店
街
の
移
転
は
無
理
で
も
、
共
同
店

舗
で
ス
ー
パ
ー
式
に
経
営
し
、
十
分
な

駐
車
場
・
遊
び
場
な
ど
の
整
備
が
整
え

ば
、
お
客
さ
ん
は
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

地
域
の
商
店
が
結
束
・
奮
起
し
な
け
れ

ば
活
性
化
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

活

性

化

へ

の

鍵

は

地

域

商

店

の

結

束

奮

起

と

司
会
次
に
ダ
ム
建
設
の
来
年
度
の
予

定
に
つ
い
て
、
ま
た
地
震
に
対
す
る
安

全
性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

所
長
乎
成
七
年
度
に
は
政
府
原
案
で

十
二
億
円
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
用

地
調
査
を
行
い
、
一
部
道
路
工
事
に
着

手
す
る
の
が
目
標
で
す
。
ま
た
今
ま
で

の
本
体
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

阪
神
大
震
災
に
よ
る
ダ
ム
の
被
害
は

調
査
中
で
す
が
、
近
隣
で
も
被
害
は
出

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
岩
盤
の
し
っ
か

り
し
た
と
こ
ろ
ま
で
掘
り
下
げ
ま
す
の

で
安
全
性
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

平

成

七

年

度

は

付

替

道

路

の

ル

ト

決

定

が

課

題

大
野
消
費
者
か
ら
み
る
と
利
便
性
が
ー

一
番
で
す
。
私
が
い
う
の
は
そ
っ
く
り

街
を
移
転
す
る
の
で
は
な
く
、
職
・
住

を
別
に
考
え
、
職
だ
け
で
も
便
利
な
国

道
沿
い
に
定
め
、
通
行
客
を
見
込
む
こ

と
で
、
国
道
一
九
七
号
線
の
整
備
を
前

提
と
し
た
街
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

金
野
共
同
店
舗
は
必
要
で
す
。
付
替

道
路
に
伴
っ
て
、
国
道
に
出
る
方
が
効

果
的
で
、
地
域
活
性
化
対
策
の
一
っ
と

し
て
継
続
協
議
・
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

司
会
活
発
な
論
議
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
所
長
さ
ん
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

所
長
ダ
ム
建
設
事
業
で
地
域
活
性
化

対
策
に
つ
い
て
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
地
域
で
引

き
出
し
て
利
用
し
、
い
い
方
向
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ダ
ム
が
出
来
上

が
っ
て
良
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り
に
役
立
て
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

司
会
で
は
、
会
長
に
閉
会
の
ご
あ
い

さ
つ
を
。

会
長
お
忙
し
い
貴
重
な
時
間
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
所
長
さ
ん
と

膝
を
交
え
て
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う
地
域

振
興
、
活
性
化
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

お
伺
い
で
き
、
嬉
し
く
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。
ま
た
大
変
有
意
義
な
座
談
会

と
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

司
会
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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『
正
確
に
時
を
刻
ん
で
四
十
年
』

長
く
愛
さ
れ
る
商
店
経
営
を
目
指
し
て

曽

根

正

志

さ

ん

午
後
二
時
曽
根
時
計
店
を
訪
ね
て
み

る
と
、
掛
時
計
が
、
一
斉
に
時
報
を
告

げ
た
。
一
分
の
違
い
の
無
い
時
計
が
、

数
多
く
並
べ
て
あ
る
。
今
回
は
曽
根
時

計
店
を
訪
問
し
ま
し
た
。

曽
根
時
計
店
は
、
な
ん
と
曽
根
さ
ん

が
十
六
オ
の
時
か
ら
営
業
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
初
の
三
年
間
は
修
業
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
年
齢

五
十
八
オ
、
四
十
年
時
計
店
一
節
に
捧

げ
て
お
ら
れ
る
話
を
聞
き
、
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

ま
た
曽
根
さ
ん
は
、
営
業
時
間
も
長

＜
午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
と
、

ま
っ
た
く
四
十
年
間
変
わ
ら
な
い
営
業

ス
タ
イ
ル
を
通
さ
れ
、
町
の
人
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
扱
う
商
品
も
、
メ
ガ
ネ
・

宝
石
・
時
計
な
ど
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ギ
フ
ト
な
ど
も
扱
っ
て
お
り
、

注
文
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

（
曽
根
時
計
店
）

最
近
価
格
破
壊
で
高
価
な
品
物
が
、

売
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
町
内
以
外
に
も
手
広
く
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
在
庫
も
豊
富
で
、
数
多
く
の
中

か
ら
選
び
好
み
の
品
物
を
手
に
取
り
購

入
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
他
と
違
う
と
こ

ろ
、
固
定
客
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、
「
後

継
者
の
こ
と
な
ど
悩
み
は
あ
る
が
、
体

先
程
、
東
京
・
渋
谷
の

N
H
K
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
商
工
会
全
国
大
会
で
、

川
上
商
工
会
の
理
事
と
し
て
長
年
ご
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
肱
川
町
予
子
林
の

全
国
連
会
長
表
彰

山

F
俊

勝

氏

役
員
功
労
で
受
彰

の
続
く
か
ぎ
り
仕
事
は
続
け
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

（
鹿
野
川
タ
ー
さ
ん
八
十
キ
ロ
）
今
も

大
き
な
体
で
小
さ
な
時
計
を
、
こ
っ
こ

つ
修
理
さ
れ
て
い
る
姿
が
、

印
象
に
残

り
ま
し
た
。
鹿
野
川
に
移
ら
れ
二
十
二

年
、
中
心
街
の
一
角
を
占
め
て
い
る
曽

根
時
計
店
の
今
後
益
々
の
発
展
を
お
祈

り
し
ま
す
。

川
上
商
工
会
青
年
部
は
、
商
工
会
全

国
大
会
で
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
、
奉
仕
活
動
、
親
睦
事

業
、
研
修
事
業
等
を
実
施
し
部
員
の
資

山
下
俊
勝
氏
が
、
全
国
商
工
会
連
合
会

会
長
か
ら
役
員
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
全
国
商
工
会
連

合
会
が
主
催
し
、
通
商
産
業
省
、
中
小

企
業
庁
の
後
援
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
氏
は
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の
融

和
に
努
め
る
と
共
に
、
円
滑
な
商
王
会

運
営
と
経
営
改
善
普
及
事
業
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
、
地
域
振
興
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
も
、
商
工
会
発
展
の
た
め
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

川

上

商

工

会

青

年

部

商
工
会
事
業
推
進
に
貢
献

商
工
か
わ
か
み
編
集
委

員
長
の
発
案
で
、
山
鳥
坂

ダ
ム
工
事
事
務
所
所
長
清

水
裕
氏
を
迎
え
座
談
会
が

行
な
わ
れ
た
。
日
頃
ダ
ム

工
事
事
務
所
の
存
在
は
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
今

の
段
階
で
実
際
ど
う
い
っ

た
内
容
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、

な
か
な
か
想
像
が
つ
き
に
く
い
の
が
現

状
で
は
な
か
っ
た
か
。
座
談
会
の
場
で

は
、
我
々
の
質
問
疑
問
に
真
摯
に
答
え

て
い
た
だ
き
、
そ
う
し
た
中
で
ダ
ム
建

設
に
関
わ
る
建
設
省
の
考
え
方
、
取
り

組
み
を
説
明
い
た
だ
い
た
。

よ
く
農
山
村
を
語
る
と
き
、
「
都
市

の
犠
牲
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。

戦
後
か
ら
今
日
ま
で
、
日
本
は
未
曾
有

の
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
工
業
化
政
策

に
よ
り
労
働
力
が
、
出
稼
ぎ
や
集
団
就

職
で
地
方
か
ら
都
市
へ
と
流
れ
込
む
。

冬ャふ亙―春
質
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
商
工
業
の

発
展
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
事
業
に
も
積
極

的
に
参
加
、
協
力
し
事
業
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

山
村
は
、
産
め
や
増
や
せ
や
で
、
子
だ

く
さ
ん
の
家
庭
が
多
か
っ
た
。
し
か
し

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
化
が
進
み
産
業
が

高
度
化
し
、
ま
た
生
活
水
準
、
教
育
水

準
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
量
よ
り
質
が

問
わ
れ
だ
す
。
現
在
の
少
子
化
現
象
で

あ
る
。
山
村
は
過
疎
化
、
高
齢
化
で
あ

る
。
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
田
畑
山
林

は
今
後
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
今
で
こ

そ
、
ま
だ
畦
道
や
林
道
の
下
草
刈
り
が

行
な
わ
れ
山
林
奥
深
く
ま
で
管
理
さ
れ

て
い
る
。
国
土
の
保
全
は
農
山
村
の
果

た
す
役
割
り
が
非
常
に
大
き
い
と
思
う
。

現
在
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
開
放
化
政
策
に
よ
り
エ

業
化
を
進
め
て
い
る
中
国
は
、
十
二
億

の
民
で
あ
る
。
イ
ソ
ド
は
七
億
人
で
あ

る
。
こ
の
十
九
億
の
人
間
が
先
進
国
と

同
じ
道
を
歩
む
な
ら
地
球
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
。
自
然
の
摂
理
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
。
化
石
燃
料
は
枯
渇
し
、
大

気
は
汚
染
さ
れ
、
山
河
は
荒
れ
果
て
て

し
ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
だ
け

で
も
ぞ
っ
と
す
る
。

現
在
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
は
、

環
境
調
査
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
ダ
ム
建
設
が
環
境
に
ど
う
い
っ
た

影
響
を
及
ぼ
す
か
。
ま
た
、
ダ
ム
湖
畔

に
は
都
市
と
農
山
村
が
交
流
で
き
る
よ

う
な
環
境
整
備
も
具
体
的
に
考
え
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
山
村
が
山
村
と

し
て
の
役
割
り
を
果
た
し
な
が
ら
、
活

気
あ
ふ
れ
る
充
実
し
た
日
々
が
過
ご
せ

る
よ
う
、
ま
た
こ
れ
か
ら
成
長
発
展
す

る
国
々
が
手
本
と
す
る
よ
う
な
日
本
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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私
は
地
震
に
つ
い
て
人
並
み
以
上
の
さ
は
と
て
も
言
葉
に
表
す
こ
と
は
で
き

恐
怖
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
ま
せ
ん
。

が
九
歳
の
時
に
あ
の
関
東
大
地
震
に
遭
私
は
当
時
、
東
京
の
牛
込
区
に
住
ん

遇
し
、
悲
惨
な
体
験
を
し
て
い
る
か
ら
で
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
こ
の
地
域
は

で

す

。

火

災

か

ら

は

免

れ

る

こ

と

が

で

ぎ

ま

し

大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
た
が
、
余
震
や
地
割
れ
で
家
が
倒
壊
す

五
八
分
頃
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
日
は
近
く
を
通

と

い

う

未

曽

有

の

大

地

る

電

車

の

線

路

の

上

に

震

が

関

東

全

域

を

お

そ

ャ

、

J

家
か
ら
は
ず
し
て
き
た

雨
戸
を
乗
せ
、
家
族
全

回

こ

て

t

い
ま
し
た
。
あ
い
に
く

員
で
恐
怖
の
夜
を
明
か

4
 ，
 

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
昼

食

の

準

備

を

し

て

い

た

第

≫
i

炉

-

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

時
の
こ
と
で
も
あ
り
、

E
)

家
を
失
っ
た
親
戚
の
人

ま

た

当

時

は

炭

や

薪

を

達

が

我

が

家

を

た

よ

っ

て
集
ま
っ
て
ぎ
て
、
何

＋

し

'“r

使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

む
屯

カ
月
も
共
同
生
活
を
し

•

一
―

苓

{

-

大
震
災
の
悲
惨
な
状
況

[
[
t
J
s
[
:

J
〗
[
〗
□
[

ま
し
た
。

が
れ
き
の
下
に
は
何
千
、
何
万
人
も
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
で
見
る
に
つ

の
人
が
生
き
埋
め
と
な
り
、
そ
の
上
を
け
、
当
時
の
関
東
大
震
災
の
状
況
と
が

非
情
の
炎
が
覆
い
尽
く
し
た
の
で
す
。
だ
ぶ
っ
て
見
え
て
、
胸
が
い
た
み
、
涙

火
の
手
の
勢
い
は
お
と
ろ
え
る
こ
と
を
が
流
れ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
を
、

知
ら
ず
、
何
日
も
何
日
も
東
京
の
空
を
と
て
も
他
人
事
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

真
っ
赤
に
染
め
ま
し
た

。

今

で

も

ち

ょ

っ

と

し

た

地

震

に

さ

え

崩
壊
し
た
家
屋
、
地
割
れ
し
た
道
路
、
ビ
ク
ッ
と
す
る
私
を
子
供
達
は
笑
い
ま

垂
れ
下
が
る
電
線
、
燃
え
上
が
る
炎
、
す
が
、
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

私
が
幼
い
頃
の
恐
ろ
し
く
て
仕
方
な
か
っ
る
と
い
い
ま
す
。
特
に
地
震
に
つ
い
て

た
体
験
が
、
今
で
も
鮮
明
に
脳
裏
に
き
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
の
か
、
今
の

ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。
十
四
万
人
も
の
犠
科
学
を
も
っ
て
も
予
知
が
で
き
な
い
と

牲
者
が
出
た
関
東
大
震
災
、
そ
の
悲
惨
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
ら
尚
更
、

肱
川
町
鹿
野
川

和

氣

阪
神
大
誕
災
に
思
う

マ

サ

(80
歳

阪
神
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
今
ま
で
以

上
に
最
小
限
の
備
え
と
心
構
え
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
昭
和

八
年
に
結
婚
し
、
二
年
後
主
人
の
勤
務

地
で
あ
る
南
洋
パ
ラ
オ
島
に
行
く
の
で

す
が
、
横
浜
港
か
ら
船
で
十
二
日
間
も

か
か
り
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ

た
の
は
そ
こ
で
一
緒
に
暮
ら
し
て
五
年

た
っ
た
頃
で
し
た
。

昭
和
十
六
年
、
主
人
は
仕
事
の
関
係

で
東
京
に
残
り
、
私
と
子
供
達
は
主
人

の
里
で
あ
る
鹿
野
川
に
疎
開
し
、
魚
成

村
（
現
在
の
城
川
町
）
や
鹿
野
川
で
生
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
士
地
で
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
元
の
多
く
の
方
々
に
暖
か

く
迎
え
ら
れ
、
大
変
に
嬉
し
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
す
で
に
半

世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
の
思
い
出
を
た
ど
る
と
本

当
に
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
こ
う
し
て
、
四
国
山
脈
に

か
こ
ま
れ
、
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
鹿

野
川
で
地
域
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
、
子

供
や
孫
に
か
こ
ま
れ
て
、
衣
食
住
に
不

自
由
す
る
こ
と
な
く
乎
穏
無
事
な
日
常

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
有
難
さ

を
、
今
更
な
が
ら
幸
せ
に
感
じ

て
い
ま

す。
阪
神
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
五

千
人
を
こ
え
る
方
々
の
ご
冥
福
と
、
被

災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
と
、

不
自
由
の
な
い
日
常
生
活
が
一
日
も
早

く
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

僕
が
肱
川
に
帰
っ
た

の
は
、
二
十
ニ
オ
の
時

で
、
す
ぐ
青
年
部
に
入

部
し
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ど
う
い
う
団
体

な
の
か
全
然
わ
か
り
ま

せ
ん
で

し
た。

入
部
し
た
時
は
同
級
生
、
身
近
な

人
も
い
ま
し
た
が
、
見
知
ら
ぬ
人
、

恐
そ
う
な
人
と
か
い
て
不
安
な
気
持

ち
で
参
加
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
と
前
置
き
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に

し
て
、
僕
に
順
番
が
回
っ
て
き
て
何

に
つ
い

て
書
こ
う
か
迷
っ
た
結
果
、

一
年
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
青
年

部
の
活
動
の
内
容
、
惑
想
を
中
心
に

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
入
部
当
時
に
花
火
は
ほ
と

ん
ど
見
れ
な
か
ら
た
鹿
野
川
夏
ま
つ

り
は
、
準
備
な
ど
あ
わ
せ
て
三
日
が

か
り
で
疲
れ
ま
す
が
、
全
部
員
が
参

加
す
る
行
事
で
も
あ
り
み
ん
な
が
協

力
し
あ
っ
て
行
っ

て
い
る
の
で
、

地

域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ

る
し
、
人
問
関
係
を
大
い
に
深
め
て

い
け
る
欠
か
せ
な
い
行
事
だ
と
思
い

ま
す
。つ
ぎ
に
二
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
事
業
は
、
夜
に

な
る
と
淋
し
く
な
る
肱
川
の
町
に
明

青 年部雄感

る
い
灯
が
と
も
り
、
大
成
功
だ
っ
た

と
思
う
し
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
る

と
い
う
充
実
感
の
な
か
で
感
動
を
お

ぼ
え
る
行
事
で
も
あ
り
新
し
い
企
画

を
各
部
員
が
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
勢
は
、
僕
自
身
見
習
う
点
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
奉
仕
作
業
、
講
習
会
、
若

い
世
代
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
県
外

研
修
旅
行
の
よ
う
な
楽
し
い
行
事
も

あ
れ
ば
、
あ
ま
り
参
加
し
た
く
な
い

行
事
も
あ
り
ま
す
が
い
ろ
ん
な
事
が

体
験
で
き
る
し
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す。
今
後
は
、
完
成
さ
れ
る
山
鳥
坂
ダ

ム
建
設
、
過
疎
化
、
高
齢
化
等
、
現

実
に
避
け
て
は
と
お
れ
な
い
問
題
が

多
々
あ
り
ま
す
。

青
年
部
も
部
員
数
の
減
少
な
ど
で

河
辺
支
部
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
性

格
、
考
え
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
相
手
の

立
場
な
ど
も
理
解
し
て
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
、
何
が
必
要
な
の
か
見
極

め
な
が
ら
部
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
手
の
立
場
を
理
解
し

意
義
あ
る
部
活
動
を

河

野

也
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ー第47阿成人式一

ーかがやく光と風に乗り新しい未来ヘー

39人の門出を祝って

毎
年
恒
例
の
肱
川
町
成
人
式
が
一
月

十
五
日
肱
川
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
十
九
人
の
若
人
が
集
い
、
気

持
ち
を
新
た
に
大
人
へ
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
四
月

―
―
日
か
ら
昭
和

五
十
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
皆

さ
ん
で
、
現
巨
人
軍
の
長
嶋
茂
雄
氏
が

「
巨
人
軍
は
永
遠
に
不
滅
で
す
」
の
こ
と

ば
を
残
し
て
引
退
し
た
年
で
し
た
。

肱
川
町
で
は
正
山
小
学
校

・
予
子
林

小
学
校
で
開
校
百
年
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
開

始
、
農
協
栗
選
果
場
の
落
成
な
ど
基
幹

産
業
の
振
興
に
力
が
入
れ
ら
れ
た
年
で

し
た
。

又、

予
子
林
郵
便
局
開
局
百
周

年
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
町
内
外
で
活
躍
さ
れ
る
皆
さ

ん
が
、
風
に
乗
っ
て
大
地
に
、
人
の
心

に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
輝
き
を
期
待

し
ま
す
。

t
l
,
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ウ
オ
ー
と
い
う
度
肝
を
抜
く
挨
拶
で
始
ま
っ
た
記
念
講
演
、
今
年
の
成
人
式
で

は
砥
部
動
物
園
山
崎
泰
園
長
を
迎
え
て
成
人
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
十
七
、
メ
ス
ニ
十
二
の
皆
さ
ん

本
日
は
両
親
に
、
ま
た
、
育
っ
て
来
た

子
供
の
勢
い
に
感
謝

す
る
日
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

十
二
支
の
猪
は
、

大
和
魂
を
象
徴
す
る

動
物
で
あ
る
。
外
国

の
ラ
イ
オ
ソ
や
ト
ラ

で
は
な
い
、
動
物
的

人
間
の
二
度
と
は
返

ら
な
い

一
分
一
秒
を
、

お
も
い
ぎ
り
生
ぎ
て

行
く
こ
と
の
す
ば
ら

し
さ
に
つ
い
て
情
熱

を
持
っ
て
も
ら
い
た

、
o
し

●

は

じ

め

に

--~ 

砥
部
動
物
園
園
長

私
は
、
小
学
校

二
年
の
と
き
動
物
園

の
獣
医
に
な
り
た
い
と
思
い
、
ま
っ
し

ぐ
ら
に
そ
の
道
し
か
歩
い
て
い
な
い
。

猪
突
猛
進
ど
こ
ろ
か
駄
目
だ
と
言
っ
て

も
や
る
方
法
を
考
え
て
、
皆
が
よ
け
て

ま
わ
れ
ば
喜
ん
で
突
っ
込
む
、
こ
れ
が

勢
い
で
は
な
い
か
。

人
生
の
中
で
は
、
い
ろ
ん
な
弊
害
に

ぶ
つ
か
り
死
に
た
い
と
思
う
事
も
一
度

ぎ

一度
は
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

し
か
し
、
死
ぬ
気
に
な
れ
ば
ど
ん
な
事

で
も
で
き
る
。
誰
か
ら
預
か
っ
た
命
な

の
か
、
そ
う
い
う
事
を
し
か
と
考
え
れ

ば
生
き
て
い
く
事
ぐ
ら
い
素
晴
ら
し
い

事
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。

人
に
で
ぎ
な
い
事
を
や
っ
て
や
ろ
う
と

い
う
馬
力
が
、
皆
さ
ん
の
心
に
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
優
し

い
心
と
、
け
た
た
ま
し
い
勇
気
を
持
っ

て
生
ま
れ
き
た
の
が
命
で
あ
る
。
人
と

し
て
生
ま
れ
た
以
上
は
、
人
好
き
、
物

好
ぎ
、
遊
び
好
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

、0
し
命
は
、
何
年
も
つ
か
判
ら
な
い
か
ら

•
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ

山

崎

泰

氏

動

物

的

人

間

l— 
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「
お
め
で
と
う
。
」
と
い
わ
れ
る
日
は

嬉
し
い
日
で
あ
る
と
と
も
に
、
責
任
が

伴
う
日
で
あ
る
と
思
う
な
ら
、
い
く
ら

で
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
事
が
起
ぎ
て
来
る
。
そ
れ
が
人
で
あ

る
。
一
生
の
内
に
は
、
「
お
め
で
と
う
。
」

と
い
わ
れ
る
事
が
た
び
た
び
あ
る
。
そ

ん
な
時
に
、
新
た
な
お
め
で
と
う
を
、

新
た
な
心
で
喜
び
と
感
じ
る
だ
け
で
あ

ろ
う
と
、
責
任
が
伴
っ
た
ん
だ
と
い
う

自
覚
を
も
っ
て
、
昨
日
ま
で
と
違
う
行

動
が
で
ぎ
た
り
、
昨
日
よ
り
は
勢
い
を

持
っ
て
生
ぎ
る
事
が
で
き
れ
ば
、
他
と

比
べ
る
ぐ
ら
い
バ
カ
バ
カ
し
い
こ
と
は

な
い
。
私
は
そ
の
よ
う
に
思
う
。
人
と

比
べ
れ
ば
落
ち
込
む
こ
と
ば
っ
か
り
で
、

ど
れ
だ
け
や
っ
て
も
追
い
付
か
な
い
の

が
人
の
凄
さ
で
あ
る
。
人
か
ら
見
れ
ば
、

自
分
に
も
で
ぎ
な
い
ト
ラ
は
ト
ラ
な
り

の
物
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
大
事
に

し
た
い
。
そ
れ
が
、
二
十
一
世
紀
の
大

い
に
は
ば
た
け
る
自
分
を
造
る
は
ず
で

あ
る
。
自
分
は
、
人
と
比
べ
る
の
で
な

＜
昨
日
と
比
べ
、
十
分
前
と
比
べ
今
も

元
気
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
か
ら
で
き

る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
る
。

●
自
覚
と
勢
い
を

持
っ
て
生
き
る

楽
し
い
の
で
、
今
を
ど
れ
だ
け
勢
い
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
か
、
そ
れ
が
周
囲

の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
、
他
に
迷
惑

を
か
け
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

●
動
物
的
子
育
て

動
物
の
移
転
を
た
っ
た
三
日
で
や
っ

た
。
象
二
頭
、
猛
獣
達
が
十
七
頭
も
い

る
。
世
界
の
歴
史
を
見
て
い
て
も
一
週

間
も
そ
れ
以
上
も
か
か
っ
て
い
た
も
の

を
や
っ
て
の
け
た
。
移
転
時
に
は
二
割

五
分
の
動
物
達
が
死
ん
で
い
た
今
ま
で

の
歴
史
を
変
え
る
事
が
で
き
た
。

子
供
心
を
失
う
よ
う
な
青
年
や
老
人

に
な
っ
た
の
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
子
供

心
は
、
素
直
な
こ
と
か
ら
発
想
を
お
こ

し
、
意
外
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
抜
ぎ
に
し
た

ら
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
不
可
能

だ
と
思
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
は

で
き
る
。
ど
こ
ま
で
い
く
か
は
、
み
ん

な
の
努
力
次
第
で
あ
る
。

私
は
、
百
点
を
取
っ
て
き
た
子
を
叱
っ

た
変
な
親
で
あ
る
。
動
物
的
な
子
育
て

を
し
よ
う
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
や
る
気

と
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ
か
、
そ

れ
を
評
価
す
る
事
で
、
五
十
点
を
取
っ

て
も
努
力
し
た
、
頑
張
っ
た
事
を
本
当

に
喜
ん
で
や
り
た
い
。
人
間
は
一
度
や

二
度
は
問
違
い
を
犯
し
て
い
る
。
不
真

面
目
で
あ
っ
て
も
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
な
い
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。

見
た
い
テ
レ
ビ
も
見
な
い
で
二
時
も
三

時
も
ま
で
頑
張
っ
て
取
っ
て
き
た
五
十

点
は
、
五
千
点
五
万
点
の
も
価
値
が
あ

る。
親
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
は
、
子
供
が

い
る
か
ら
こ
そ
お
も
い
っ
き
り
頑
張
れ

る
事
で
あ
る
。
不
必
要
な
心
配
を
さ
せ

る
子
供
は
駄
目
だ
が
、
必
要
な
心
配
を

さ
せ
る
か
ら
こ
そ
親
が
元
気
な
ん
だ
と

思
え
ば
、
自
分
の
存
在
が
輝
い
て
く
る

ん
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
子
供
達
、

動
物
達
が
や
っ
て
い
る
事
だ
。
そ
う
い

う
価
値
観
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
と
い
う
の
は
、
ベ
ロ
を
出
し
な
が

ら
平
気
で
お
辞
儀
が
で
き
る
か
ら
駄
目

な
ん
だ
。
ラ
イ
オ
ソ
は
毎
朝
の
様
に
大

き
な
声
で
、
こ
れ
ぐ
ら
い
元
気
な
ん
だ
、

昨
日
の
声
と
ど
れ
く
ら
い
違
う
、
お
れ

に
つ
い
て
き
て
く
れ
、
と
い
う
ボ
ス
が

い
る
か
ら
結
束
が
で
き
て
い
る
。

●
動
物
の
習
性

動
物
園
に
入
場
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

女
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
水
を
た
く
さ

ん
使
う
動
物
園
に
し
た
。
オ
ス
は
逃
げ

る
習
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
メ
ス
は
、

自
分
が
犠
牲
に
な
っ
て
も
子
供
を
守
る

精
神
が
あ
る
。
自
分
が
好
ぎ
だ
か
ら
こ

そ
や
れ
る
こ
と
を
お
も
い
っ
き
り
や
れ

ば
良
い
。
遊
び
な
ら
ほ
っ
て
お
い
て
も

や
め
る
こ
と
は
な
い
。
遊
び
心
で
仕
事

も
仲
間
づ
く
り
も
や
れ
ば
心
が
こ
も
る
。

も
う
一
歩
先
を
見
る
こ
と
で
進
歩
が
あ

り
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
て
来
る
。
水

不
足
で
あ
っ
て
も
七
千
ト
ソ
の
水
を
再

利
用
で
き
る
施
設
を
先
に
造
っ
て
い
た
。

自
然
か
ら
の
恵
み
は
大
事
な
ん
だ
と
言

う
発
想
で
や
っ
て
い
れ
ば
あ
わ
て
る
事

も
な
く
対
応
で
き
る
。

カ
バ
は
水
の
中
で
子
供
を
生
む
事
は

ご
存
じ
の
と
お
り
だ
が
、
カ
バ
が
子
供

を
生
む
所
を
見
た
者
は
い
な
い
。
学
問

的
に
言
え
ば
カ
バ
は
馬
鹿
な
動
物
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
知
恵
を
持
っ

動
物
園
で
は
目
の
見
え
な
い
人
を
招

待
し
て
、
心
の
目
で
見
て
も
ら
い
普
段

触
れ
な
い
物
に
触
っ
て
も
ら
っ
て
感
想

を
言
っ
て
も
ら
う
。
凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
る
事
が
で
き
た
。
甘
え
の
根
性
が

あ
っ
て
、
何
が
あ
る
か
ら
や
る
と
か
時

間
が
あ
る
か
ら
、
金
が
あ
る
か
ら
や
る

と
言
う
事
は
あ

っ
て
も
や
ら
な
い
と
言

う
事
で
あ
る
。
な
く
て
も
な
い
範
囲
で

や
る
方
法
く
ら
い
考
え
て
、
や
っ
て
や

ろ
う
と
い
う
根
性
を
失
っ
た
ら
駄
目
だ
、

そ
れ
が
生
ぎ
物
の
や
る
事
だ
。
そ
う
い

う
事
を
思
い
な
が
ら
動
物
的
な
生
き
方

が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
、
そ
う
い
う

事
を
身
を
持
っ
て
経
験
し
た
。

毎
日
が
遊
び
の
よ
う
な
心
で
仕
事
に

頑
張
り
楽
し
ん
で
お
り
、
世
界
中
で
一

番
幸
せ
な
男
と
思
っ
て
い
る
。
二
十
四

時
間
を
五
十
時
間
ぐ
ら
い
に
使
う
事
を

考
え
て
、
ど
う
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ソ

ジ
を
す
る
か
が
、
人
間
ボ
タ
ソ
の
掛
け

ち
が
い
や
掛
け
損
な
い
も
な
い
と
言
う

事
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
っ
ち
ゃ
い
け

●
心
の
目
と

遊
び
ご
こ
ろ

て
い
る
。
糞
を
腹
の
中
に
溜
め
て
お
い

て
ワ
ニ
か
ら
の
攻
撃
を
か
わ
す
た
め
に

使
用
し
た
り
、
し
っ
ぽ
を
回
し
て
水
を

糞
で
濁
す
事
に
よ
り
逃
げ
る
事
を
知
っ

て
い
る
。
生
ま
れ
た
子
供
は
、
四
十
五

日
か
ら
六
十
日
の
間
に
親
か
ら
教
わ
っ

て
訓
練
す
る
。
ま
た
、
夜
、
食
事
に
出

掛
け
る
時
に
も
十
メ
ー
ト
ル
百
メ
ー
ト

ル
お
き
に
糞
を
し
て
目
印
に
し
、
間
違

い
な
く
沼
ま
で
帰
っ
て
来
る
。

な
い
と
言
う
事
を
や
り
た
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
そ
う
い
う
青
春
を
過
ご
し
て

き
た
。
い
ま
だ
に
そ
う
で
あ
る
。
渡
り

鳥
な
ど
も
砥
部
に
来
た
ら
来
年
は
、
も
っ

と
仲
問
を
呼
ん
で
来
て
も
ら
う
よ
う
に

し
た
。
そ
う
し
た
ら
段
々
種
類
な
ど
も

増
え
て
い
っ
た
。

動
物
園
で
は
餌
を
や
っ
て
は
い
け
な

い
、
昼
間
行
っ
た
ら
寝
て
い
る
動
物
だ

け
で
子
供
も
つ
ま
ら
な
い
。
こ
れ
で
は

人
が
こ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、

昼
間
は
動
物
達
に
は
、
腹
を
空
か
せ
て

い
て
来
た
人
か
ら
餌
を
も
ら
う
よ
う
に

す
れ
ば
、
動
物
が
動
い
て
い
る
所
を
見

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
心
を
理
解
で

き
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。
信
頼
感
を

持
っ
て
や
っ
て
行
け
ば
そ
れ
な
り
の
心

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

カ
バ
は
人
に
見
ら
れ
る
の
が
い
や
だ

か
ら
濁
っ
た
水
の
中
で
子
供
を
生
む
。

そ
れ
で
は
、
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
な

環
境
に
し
て
ビ
デ
オ
を
取
れ
ば
ど
う
か
、

そ
う
い
う
逆
の
発
想
で
世
界
で
初
め
て

カ
バ
が
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む
と
こ
ろ
を
撮

影
で
き
た
の
で
あ
る
。

人
を
信
頼
し
、
私
の
よ
う
な
人
好
ぎ
、

物
好
き
、
遊
び
好
き
で
あ
れ
ば
素
直
な

気
持
ち
で
元
気
で
あ
れ
ば
、
命
の
有
り

難
さ
に
感
謝
を
し
、
自
然
の
恵
み
に
涙

が
出
る
く
ら
い
嬉
し
さ
を
感
じ
る
心
の

豊
か
さ
を
も
て
ば
、
動
物
的
な
人
間
と

し
て
生
き
生
ぎ
と
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

•
お
わ
り
に
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四
国
を
初
め
て
訪
れ
た
時
、
私
は
す

ぐ
雰
囲
気
が
ウ
エ
ー
ル
ズ
に
似
て
い
る

な
と
感
じ
ま
し
た
。
一
九
六
九
年
（
昭

四
四
年
）
、
今
か
ら
二
十
五
年
以
上
も

前
の
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う

に
感
じ
た
の
か
私
に
は
、
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
両
者
の
共
通
点
に
対

す
る
一
種
の
直
感
だ
っ
た
と
お
し
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
自
然
環
境
、
海
へ
の
親

近
性
、
人
々
の
気
質
等
に
内
在
す
る
双

方
の
類
似
性
へ
の
直
感
で
す
。

私
は
ウ
エ
ー
ル
ズ
、
な
か
で
も
北
ウ

エ
ー
ル
ズ
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

母
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
ウ
エ
ー
ル
ズ

で
、
そ
こ
で
父
と
出
会
い
、
結
婚
式
も

ウ
エ
ー
ル
ズ
で
挙
げ
ま
し
た
。
学
校
の

休
み
に
は
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
ウ
エ
ー

ル
ズ
に
行
き
海
辺
の
別
荘
で
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
こ
は
南
と
西
が
海
に
面
し
、

北
と
東
は
山
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
私
の
血
の
中
に
は
、
か
つ
て
ウ
エ
ー

ル
ズ
が
流
れ
て
い
ま
し
た
し
、
今
も
流

れ
て
い
ま
す
」
と
云
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
二
十
五
年
間
に
、
四
国
へ
六

十
回
以
上
も
来
て
、
現
在
、
そ
の
四
国

ヘ
住
ん
で
い
ま
す
。
私
は
今
、
「
私
の

血
の
中
に
、
『
四
国
の
ウ
エ
ー
ル
ズ
』

が
流
れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

『
こ
れ
』
が
私
が
日
本
中
で
、
四
国
が

一
番
好
き
で
す
と
云
え
る
理
由
で
す
。

私
の
最
初
の
直
感
は
、
年
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
実
際
の
様
々
な
類
似
性
に
よ
っ

て
立
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
地
理
的
な

形
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
ょ

う。

地
図

の
上
か
ら
、
四
国
を
と
り
出
し
そ
れ
を

裏
返
し
、
さ
ら
に
右
に
九
十
度
ま
わ
す

と
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
形
に
そ
っ
く
り
に
な

り
ま
す
。
第
二
に
、
大
き
さ
も
似
て
い

ま
す
。
第
三
に
四
国
の
南
に
は

二
つ
の

大
き
な
岬
が
あ
り
ま
す
が
、
ウ
エ
ー
ル

ズ
に
も
西
に
二
つ
の
岬
が
つ
き
出
し
て

い
て
‘

―
つ

は
も
う
一
方
よ
り
細
く
鋭

く
な
っ
て
い
ま
す
。
両
方
共
、
ほ
と
ん

ど
山
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
美
し
い
海
岸

の
景
観
や
有
名
な
景
勝
地
が
い
た
る
と

こ
ろ
に
あ
り
、
人
口
の
密
集
し
た
工
業

地
域
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
四
国
の
最

高
峰
石
鎚
山
は
、
険
し
く
て
ウ
エ

ー
ル

ズ
の
最
高
峰
ス
ノ
ー
ド
ソ
山
の
よ
う
に

岩
が
ゴ
ツ
ゴ
ッ
し
て
い
ま
す
。

又
、
剣
山
を
含
む
徳
島
の
山
々
は
、

②
 

ハ
ロ
ー
ミ
ス
タ
ー
バ
ン
ト
ッ
ク

四
国
と
ウ
エ
ー
ル
ズ

南
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ウ
ソ
テ
ェ

ソ
に
相
当
し
ま
す
。

四
国
と
ウ
エ
ー
ル
ズ
か
ら
は
共
に
有

名
な
政
治
家
が
輩
出
し
て
い
ま
す
。
坂

本
龍
馬
、
中
岡
慎
太
郎
、
伊
東
博
文
、

三
木
武
夫
等
の
名
が
す
ぐ
あ
げ
ら
れ
ま

す
し
ウ
エ
ー
ル
ズ
で
は
、
デ
ィ
ビ
ッ
ト
・

ロ
イ
ド
ー
ジ
ョ
ー
ジ
や
ア
ニ
ュ
ー
リ
ン
・

ベ
ヴ
ァ
ン
で
す
。
又
有
名
な
詩
人
を
一

人
だ
け
あ
げ
る
と
日
本
の
子
規
に
対
し

ウ
エ
ー
ル
ズ
の
デ
ィ
ラ
ソ
・
ト
マ
ス
で

す
。
両
方
の
『
国
』
の
人
々
は
、
暖
か

く
、
友
好
的
で
、
客
を
手
あ
っ
く
も
て

な
し
ま
す
が
独
立
心
が
強
く
誇
り
高
い

人
々
で
す
。
彼
ら
は
歌
を
歌
う
こ
と
と

お
酒
を
飲
む
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
ウ

エ
ー
ル
ズ
は
男
性
合
唱
団
が
沢
山
あ
る

こ
と
で
有
名
で
す
し
、
四
国
の
人
は
、

お
酒
に
強
い
の
で
有
名
で
す
。
四
国
の

人
達
も
方
言
を
話
し
ま
す
が
、
ウ
エ
ー

ル
ズ
の
人
々
も
独
特
な
ア
ク
セ
ソ
ト
の

英
語
を
話
し
ま
す
。

四
国
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
程
、
ウ

）
エ
ー
ル
ズ
と
の
共
通
性
に
気
が
つ
ぎ
ま

m
 し
た
。
こ
れ
以
上
詳
し
く
説
明
す
る
紙

5
 
8
 ゜
1

幅
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
二
つ
の

ト
『
国
』
の
大
き
な
類
似
性
を
私
は
幸
福

ィ
な
思
い
で
確
信
し
て
い
ま
す
。
い
つ

の

フ
日
か
、
こ
の

二
つ
の
間
に
緊
密
な
関
係

，
 

5
 
3
5
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
正
式
な
結
び
つ
き

u
に
発
展
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

ンド
次
回
は
、
母
の
故
郷
ハ
ー
ロ
ッ
ク
の

た
こ
と
や
、
肱
川
に
つ
い
て
私
が
感
じ
た

ス
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

ギ
ャ
ピ
ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク

（
京
子
・
バ
ン
ト
ッ
ク
邦
訳
）

文
芸
春
秋
社
発
行
「
言
葉
狩
り
と

差
別
」
所
載
の
井
上
ひ
さ
し
小
論
文

か
ら
抜
き
出
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第
一
条
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
不
平
等
で
あ
る
。

私
た
ち
は
「
人
は
み
な
平
等
」
と
い

う
原
理
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
、
う
呑
み

に
し
て
は
い
け
な
い
。

A
君
は
、
美
少
年
で
頭
が
よ
く
、

運
動
神
経
も
抜
群
で
、
早
喰
い
の
オ

能
を
も
っ
て
い
る
の
に
、

B
君
は
、

吹
き
出
物
の
出
る
体
質
で
、
ガ
ニ
ま

た
。
忘
れ
っ
ぽ
く
て
不
器
用
で
、
し

か
も
ゆ
っ
く
り
も
の
を
食
べ
る
。

そ

の
こ
と
で
、

B
君
が
責
め
ら
れ
た
り

笑
わ
れ
て
よ
い
の
か
。
生
ま
れ
つ
い

た
の
だ
か
ら

B
君
に
は
何
の
責
任
も

な
い
。
こ
の
不
平
等
は

B
君
が
招
い

た
も
の
で
な
い
か
ら
、
彼
を
笑
う
理

由
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

第
二
条
本
人
に
責
任
の
な
い
こ

と
を
か
ら
か
っ
た
り
笑
う
の
は
、
無

意
味
だ
し
、
卑
劣
な
行
為
で
あ
る
。

第
三
条
そ
こ
で
、
何
よ
り
も
本

人
に
、
責
任
が
あ
る
か
な
い
か
、
そ

れ
を
見
き
わ
め
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
条
自
分
と
違
う
と
い
う
理

由
だ
け
で
、
人
を
笑
い
者
に
す
る
権

利
は
だ
れ
に
も
な
い
。

私
た
ち
は
互
い
に
違
う
存
在
で
あ

る
。
共
通
す
る
の
は
、
基
本
的
人
権

を
持
っ
て
い
る
と
い
う

一
点
だ
け
で

あ
る
。
社
会
を
構
成
す
る
私
た
ち
の

第
一
目
的
は
、
個
人
の
尊
厳
を
実
現

で
ぎ
る
社
会
の
建
設
で
あ
る
。
ほ
っ

て
お
け
ば
、
条
件
の
よ
い

A
君
が
勝

つ
に
き
ま
っ
て
い
る
。
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
で
、
き
ち
ん
と
し
た
競

争
が
で
き
る
よ
う
、

B
君
の
条
件
を

よ
く
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め

合
い
、

B
君
た
ち
に
で
き
る
だ
け
の

便
宜
を
提
供
す
る
こ
と
。
ま
も
が
っ

て
も
、
自
分
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
人

を
排
除
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
七
条
こ
と
ば
を
抹
殺
し
た
り

言
い
替
え
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の

言
葉
が
示
し
て
い
た
差
別
が
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。

第
十
条
人
間
で
あ
り
な
が
ら
人

間
扱
い
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
制
度
的

差
別
が
、
ま
だ
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

差
別
語
の
た
め
の

私
家
版
慈
法
十

箇
条
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新購入図書案内

0 ライオソ ・キソグ

（著）G ・イソゴリア

0氷の微笑

（著）リチャード・オズボーソ

0八代将軍吉宗（上）

（著）ジェームス三木

0十津川警部 ・沈黙の壁に挑む

（著）西村京太郎

0大往生 （著）永六輔

0菊化石 （著）川口武久

0明け方の夢上 ・下

（著）シドニィー ・シェルダソ

〇ヒーローイソタビュー

（著）野島仲司

0三毛猫ホームズの卒業

0屋根裏の少女

（著）赤川次郎

0 アルジャーソソに花束を

（著）ダニエル・キイス

〇心の航海図

（著）遠藤周作

0裏切られた遺書

（著）ミラソ ・クソデラ

0二十三年目の別れ道

（著）逸見晴恵

0マジカル頭脳パワー！ ！ 

（編）マジカル頭脳パワー

0ある日突然犯人に

（著）薦田伸夫

0君が一番好きだった

（著）秋元康

ぜひ読んで下さい！

※県立図書館や肱川町公民館の図書

を長期借りている方は返却をおねが

いします。

（
つ
り
は
し
川
柳
会
で
は
、

、＼ノ

お゚
互
い
の
句
を
互
選
に
よ

⑫

会

四

｝

り

採

点

す

る

方

式

を

取

っ

し
て
い
る
。
他
の

川
柳
会
の

す
べ
て
が
、
選
者
に
よ
る

ま

入
柳
空
志
句
方
法
を
取
っ
て
い
る
。

nu
～
こ
の
選
句
方
法
に
は
双
方

前
5

共
に
長
所
と
欠
点
を
持
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
又
別
の
折
に
の

べ
る
と
し
て
。

0

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
ガ
イ
ド
の
声
に

つ
い
て
行
き

こ
の
句
は
平
成
七
年
一
月
号
の
、

「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
」
と
言
う
題
の
句
で
、
最

高
点
を
取
っ
た
句
で
あ
る
。

「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
」
と
は
大
勢
が
続
い
て
ゆ

く
さ
ま
を
言
う
と
字
引
に
出
て
い
る
。

こ
の
句
は
団
体
旅
行
で
、
ガ
イ
ド
さ

ん
の
案
内
に
つ
い
て
行
く
さ
ま
を
詠

ん
で
お
り
、
そ
の
様
子
が
目
に
見
え

る
様
で
あ
る
。

0

団
体
の
旗
を
目
印
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

こ
の
句
も
団
体
旅
行
を
詠
ん
で
い

る
。
前
の
句
と
同
じ
状
態
を
詠
ん
で

い
る
が
、
「
団
体
」
と
「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
」
と

は
意
味
が
重
な
っ
て
い
る
。
又
下
五

で
「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
」
し
て
い
る
の
で
、

句
を
読
ん
だ
と
き
、
何
か
尻
切
れ
の

様
な
感
じ
を
受
け
る
と
こ
が
あ
る
。

同
じ
様
な
状
態
を
詠
ん
で
も
、
こ
れ

だ
け
の
違
い
が
出
て
来
て
い
る
。
川

柳
は
わ
か
り
易
い
と
言
う
事
と
、
読

ん
で
様
子
が
す
ぐ
わ
か
り
、
そ
う
だ

な
ー
と
言
う
句
が
良
い
と
さ
れ
て
い

る
。
二
つ
の
句
を
比
べ
て
見
て
、
前

の
句
の
方
が
、
す
っ
き
り
し
て
い
る

事
が
お
わ
か
り
と
思
う
。

作
り
っ
ば
な
し
に
し
な
い
様
に
、

今
一
度
考
え
て
見
る
参
考
に
な
る
。

：佳学クィ：：

④

3

3

連

敗

プロ野球史上最長の

投手の連敗記録

③ 

28 

連

敗

②

2

3

連

敗

①

1

6

連

敗

回

投

げ

て
も
、

投

げ

て
も

勝
て
な
い
。
そ
れ
が
続
い
た

ら
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
投

手
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
の

投
手
の
連
敗
記
録
は
？

l/＿ファインダー＿＿履丘
若
輩
の
こ
ろ
上
司
か
ら
「
君
の
あ
い

さ
つ
は
全
く
な
っ
て
い
な
い
」
と
忠
告

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
自
分
で
は
努

め
て
や
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で

不
愉
快
で
あ
っ
た
。

の
ち
に
「
あ
い
さ
つ
と
い
う
も
の
は
、

時
、
場
所
、
相
手
に
よ
っ
て
異
な
る
も

の
で
あ
る
」
例
え
ば
、
仕
事
を
さ
れ
て

い
れ
ば
「
精
が
出
ま
す
ね
」
と
一
言
つ
け

加
え
る
よ
う
に
と
教
わ
っ
た
。

た
し
か
に
、
今
に
し
て
思
え
ば
形
だ

け
の
心
の
な
い
言
葉
を
並
べ
て
い
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
幼
な
児
と
変
わ
ら
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

あ
い
さ
つ
は
形
だ
け
で
は
な
い
。
朝

の
あ
い
さ
つ
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
だ
け
で
は
相
手
の
心
は
汲
み
取
れ

な
い
。
そ
の
あ
と
に
「
寒
く
な
り
ま
し

た
」
「
気
持
ち
の
よ
い
朝
で
す
ね
」
な
ど

と
つ
け
加
え
る
と
、
お
互
い
の
意
志
が

通
じ
合
え
る
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

言
莱
で
受
け
る
気
持
ち
が
ち
が
っ
て
く

る。
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は

気
持
ち
の
よ
い
朝
で
す
ね
」
と
子
供
に

教
え
ら
れ
る
。
結
婚
披
露
宴
で
イ
ギ
リ

ス
の
女
性
に
「
ベ
リ
、
サ
ン
キ
ュ
ー
」
と

言
っ
た
ら
「
サ
ン
キ
ュ
ー
ベ
リ
マ
ッ
チ
」

と
返
っ
て
き
た
。

毎
日
出
合
う
人
や
職
場
な
ど
で
は
、

出
来
る
だ
け
対
面
し
て
相
手
を
確
か
め

合
い
な
が
ら
の
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
た

い
も
の
で
あ
る
。
「
気
は
心
」
と
も
言
わ

れ
る
。
特
に
朝
の
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ

つ
は
、
一
日
の
活
力
を
促
し
て
く
れ
る
。

わ
か
っ
て
い
る
あ
た
り
前
の
こ
と
を

述
べ
て
み
た
。
心
の
暖
ま
る
ほ
の
ぽ
の

と
し
た
あ
い
さ
つ
運
動
の
展
開
を
、
一

層
進
め
て
い
ぎ
た
い
も
の
で
あ
る
。
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第 15回肱川駅伝大会

第14回健康マラソニン大会
/ を開催

(1月16日肱川中学校発着）

駅

（
女
子
の
部
）

一
位
肱
中
テ
ニ
ス

A

I• 

0
八
・
―
ニ

二
位
肱
中
バ
レ
l

B
-
．
-
＝-
•
Oニ

三
位
肱
中
テ
ニ

ス
B
-

．一

四
・

ニ
九

伝 の 中

（
男
子
の
部
）

一
位
肱
中
野
球

A

二
位
肱
中
テ
ニ
ス

A

三
位
肱
中
野
球

B

五
五
・
三
〇

五
七
•
五
三

五
七
•
五
七

継 所

今
回
の
大
会

は
、
イ
ソ
フ
ル

工
ソ
ザ
の
大
流

行
の
中
で
、
参

加
さ
れ
た
選
手

の
み
な
さ
ん
も
、

体
調
の
維
持
に

苦
労
が
あ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

第
十
五
回
肱

川
駅
伝
大
会
に

は
三
十
三
チ

ー

ム
百
九
十
八
人

の
参
加
が
あ
り
、

第
十

四
回
健
康

マ
ラ
ソ
ソ
大
会

に
は
二
百
三
十

二
人
の
参
加
者

が
そ
れ
ぞ
れ
一

km
、
ニ
km

、
四

時

km
、
七
km
と
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
コ
ー

ス
で
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

応
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
大
会
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

駅
伝
大
会
結
果

（

一

般

の

部

）

分

秒

一
位
川
上
消
防
署
五
七
•
四
五

二
位
内
子
ア

リ
ラ

ソ―

・
O
二
．

0
-

三

位

岩

谷

―

・
O
三
・
五

0
駅伝優勝のみなさん

第13期お四国学級生の

募集について

平成 7年度開設の「お四国学級第13期生」を

次のとおり募集します。

0対象

0 目的

0主催

0定員

町内の55歳以上の男女

四国88ケ所を廻って心を洗いながら、

四国内の主な文化財や地理、これか

らの生きがいについて研修します。

肱川町公民館

15名

0実施時期 平成 7年 4月17日～20日

0 申し込み方法

電話で公民館までご連絡ください。

r雑学クイズ 答えへ、
こ
。
t
 

TEL  

締め切り

34-2307 

3月20日

そ
の
ス
タ
ー
ト
で
し

因

な

ん

と

③

の

28
連
敗
で
、
権
藤
正
利
投
手
（
大
洋
）
が
持
っ
て
い
ま
す
。
権

藤
投
手
と
い
え
ば
、
新
人
王
を
と
っ
た
こ
と
も
あ
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
が
、
ま
っ

た
く
勝
ち
運
に
恵
ま
れ
な
い
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
。

昭
和
三
十
年
(
-
九
五
五
）
七
月
九
日
、
熊
谷
球
場
で
行
わ
れ
た
対
広
島
戦
で

リ
リ
ー
フ
投
手
と
し
て
登
板
し
、
黒
星
を
喫
し
た
の
が
、

こ
の
年
、

8
連
敗
で
シ
ー
ズ
ソ
を
終
了
し
、
翌
三
十

二
年
も
負
け
つ
づ
け
て

認
連
敗
。
前
年
か
ら
通
算
す
れ
ば
21
連
敗
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

三
十

一

年
も
負
け
つ
づ
け
て

7
連
敗
。
こ
れ
で
通
算
28
連
敗
で
す
。
し
か
し
、
七
月
七

日
、
後
楽
園
球
場
で
の
巨
人
戦
に

4
I
O
で
完
封
勝
ち
し
、
ナ
イ
ソ
か
ら
胴
上

げ
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
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第47回成人式のお手伝いをして
青年目は なんと 1 郁R Ll 
BINGO大会をしました。誓
成人の皆さんSING:〇はどうでしたか？
ついつい真剣になってた人も多いはず…

それでは、成人者の方に成人式を迎えて一言
書いてもらいました。

…青年団だより…

明日を見つめて～

成人式を迎えた私ですが、合だ実感が 成人式。広報の表紙に載っておられま

湧きません。成人者は総勢39名、皆大人 すあの有名なとべ動物園園長さんの話に

になったなあなんて感心しながら、私も 感動してしまいました。

皆から見れば多少魅力的に映るハズさ、 また、会食では、大変すばらしい盛り

と期待してみたり。言われた台詞は「太っ 上がりようであった。ここまではよかっ

た？」ガーン。禁句を言われ、正直な友 たもののすばらしい出来事はこの後、友

人を持つ私は幸せ者だと心の中で大粒の 人は走っている車のドアをあけ吐き始め

涙を流したのでありました。 るではありませんか。こんな大変思い出

令年こそ自覚を持ち、合しか出来ない 深い成人式となりました。

事は合やり、後悔のない日々を過ごせた この良き日を境にして、合後は少し考

らと思います。~ え方そして生き方を変え、新しい自分を

► 令 見つけていけたらなと思う合日この頃で

t̀苓す。 byもっとプリメーラ君

公4

成人者のみなさん

OF〕ン
、.

--I ．． 
と5 -

. ~ .: ' ~~-

本当にお目出とうございました。

t
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． J 一
Aぉぉ”一番にあがった高田さん

by青年団ー同

m
 

今
回
も
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て
あ

と
ば
な
し
編
集
部
と
し
て
は
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
さ
て
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
「
少
年
A
」
で
は

8
編
集
あ
と
ば
な
し
角
）

な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ

う
一
人
一
人
が
新
た
な
思
い
を
胸
に
抱

い
て
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
小
さ
な

巨
人
オ
ロ
ナ
ミ
ン

C
が
応
援
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ま
た
来
月
号
で
お
目
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。

袋e
 ”
 

;
N
 
h
 
c
 二

〗
唸
デ
｀
〗

とにかくよく見かけるNISSANマーチ iz ．． 
fで、今はやりの「パワーいるウィンドー(??）」の

車なのです。色はメタリックプルーですが、たま

に（？！）汚れとのツートンカラーになります。

こんなマーチは、まるでフランスの街を走って

いるようなおしゃれな車です••。と思っているの

はドライバーだけです•••。 byあや象
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月 の 行 事 予 定 表

゜
2
 ．
 
0

7

 

1

1

 

1

1

2

6

6

 

肱川町防災の日

防火パレード l愛媛県立剛汽
定例民生委員会（保健セソ

行政相談

心配ごと相談

町議会定例会

肱川中学校卒業式

7 1 2, 23 

20 

22 

25 

26 

26 

28 

農業委員会

定例部落長会

町内各小学校卒業式（幼稚園）

文化芸能発表会（風の博物館）

しゃくなげまつり開幕式

税金等出張受入れ

3月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

5 日 藤（五十本崎町医下町） 院 44-2561 

（日） 沢（井大小洲児市中科村医） 院 24-7530 

12日 植（五十木崎町医下町） 院 44-2215 

（日） 亀（井大洲小市児東科大洲医） 院 24-3757 

19日 高（五十橋崎町医本町） 院 44-2010 

（日） 松（尾大産洲婦市人中科村医） 院 24-5803 

21日 佐（々 五十木崎整町形上村外） 科 43-0101 

（火） 池（田大洲泌市尿東科大洲医） 院 24-3100 

26日 松（本内子整町形17外区） 科 44-5533 

（日） 清（家大産洲婦市東人大科洲医） 院 24- 6868 

※変更になる場合がありますので、前もって連絡してか

らお出かけください。

山

槌

大

和

上
鹿
野
川

共

栄

*
＊
*
＊
*

|
＊
 
＊
 
＊
 

＊
・
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 
＊
 
＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

長
女

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊

お

麗

生

お

め

で

と

う

＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 
＊
 
*

＊

＊

＊

*

＊

 

マ

藪
長
男

瓜

生

谷

徳
本
幹
寿
さ
ん

し

ん

た

ろ

う

慎
太
郎
ち
ゃ
ん

山
下
雅
英
さ
ん

即

鯰

ち

ゃ

ん

渡
邊
兼
松
さ
ん
(70歳）

片
山
買
男
さ
ん

(65
歳）

冨

永

廣

さ

ん

(97
歳）

小
山
久
男
さ
ん

(
75
歳）

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 市立大、洲病院 24- 2151 

水 加 戸 病 院 24 ~ 5101 

木～日 大、洲中央病院 24- 4551 

時

間

一午
ー
後

1ー
時

ー

2
時

3
月
1
日
（
水
）
一
保
健
セ
ソ
タ
ー

日

程

場

所

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

日。目

2~月日3ー3、←月日8 3 ー 、 2~月日3一2會 へ月6 日3 日
、木/‘水̀―/’ 水ヽヽ月 程

内 大
場

子 闊
町

商
工

工 > 所
人云

◎社会保険出張相談所

i ］ 相
日 日 談

月ヽ
‘月̀-
日

上椿寺福
担

甲本 岡田 当
相

吾-L 初 談
員

勝子恵保

国

■ご
璽
玉
國

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時

30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
行
政
相
談

▽

日

時

3
月
6
日
（
月
）

午
後

1
時
30
分

?
4時
30
分

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー

ニ
五

0
八

▽
場

所

3
月

14
日
（
火
）

（
午
前
9
時
ま
で
）

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

▽
日

時

3
月
8

日
（
水
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

◎

3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

3
月

15
日
（
水
）

（
出
す
の
は

3
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

日

程

一
場
．
所

◎
病
態
栄
養
相
談

時

間

＿午
訓
9
時

301分

ー

11
時
30
分

3
月
7
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
精
神
保
健
家
族
教
室
時

間

＿午創
1
時

301分

ー

3
時
30
分

3
月
1
0
日
（
金
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

時

間

午
前
9
時
30分

i12時

3
月
1
日（水）
＿保
健
セ
ン
タ
ー
一

日

程

場

所

◎
幼
児
教
室
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